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２
平成 28 年（2016） Ｖｏｌ．137

ー 目 次 ー　Contents

ー 表 紙 ー　Cover

ー 人 口 ー　Population

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３２，３１５ － 41

男 性 １５，４７２ － 19

女 性 １６，８４３ － 22

世帯数 １４，６８６ － 7
(平成 28年１月末現在・外国人含む )

　１月10日、平成28年成人祝賀式。
真新しいスーツや色鮮やかな着物に
身を包んだ新成人が、20歳の門出
を祝福されました。まっすぐ前を見
つめる新成人の向かう先には、どん
な夢や目標があるのでしょうか。

２ 平成 28年成人祝賀式

４ 行政情報／
高梁市まち・ひと・しごと総合戦略の概要ほか

10 消防功労者表彰
12 功績をたたえて・栄光をたたえます

13 在宅医療連携拠点事業通信・地域おこし協力隊がゆく
14 子育て支援情報
16 生活支援情報
18 情報プラス・イベント情報
20 検診情報・ヘルシーレシピ
21 高梁偉人列伝
22 成羽病院通信・学園だより
23 図書館だより
24 市民のページ

26 キラキラきらめく・高梁の高校に行こう！
27 まちの出来事

28 漫・賀・年賀状コンテスト 2016・ちょっとひとこと

広 報

　

１
月
10
日
、
平
成
28
年
高
梁
市
成
人
祝
賀

式
が
、
総
合
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
２
１
５
人
の
新
成
人
は
、
大
人

と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
誓
い
、
ま
た
、
久

し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
28
年 

成
人
祝
賀
式
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湯ゆ

浅あ
さ 

千ち

夏な
つ

さ
ん（
有
漢
町
上
有
漢
）

兵
庫
県
の
大
学
に
通
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
後
は
建
築
関
係
の
仕
事

に
就
い
て
、
す
て
き
な
施
設
や
住

宅
を
造
り
た
い
で
す
。

大た
い

府ふ 

史ふ
み

明あ
き

さ
ん（
宇
治
町
本
郷
）

広
島
県
の
大
学
で
理
学
療
法
を
学

ん
で
い
ま
す
。
理
学
療
法
士
に

な
っ
て
、
多
く
の
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

須す

山や
ま 

貴た
か

文ふ
み

さ
ん（
落
合
町
近
似
）

奈
良
県
の
大
学
で
、
勉
強
だ
け
で

な
く
野
球
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
父
親
の
よ
う
な
教
師
に
な

る
の
が
目
標
で
す
。

内う
ち

田だ 

有ゆ

香か

さ
ん（
備
中
町
布
瀬
）

岡
山
市
の
大
学
で
食
品
や
栄
養
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
福

祉
施
設
や
病
院
で
管
理
栄
養
士
と

し
て
働
き
た
い
で
す
。

三み

村む
ら 

友と
も

洋ひ
ろ

さ
ん（
津
川
町
今
津
）

岡
山
市
の
学
生
で
す
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
イ
ン
カ
レ
優
勝
が
目

標
。
将
来
は
自
動
車
関
連
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
い
で
す
。

中な
か

村む
ら 

亮り
ょ
うさ

ん（
横
町
）

広
島
県
の
大
学
で
経
営
学
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。
会
社
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
な
、
デ
キ
る
社
会
人

に
な
り
た
い
で
す
。

平ひ
ら

野の 

将ま
さ

志し

さ
ん（
松
原
町
神
原
）

広
島
県
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
働

い
て
い
ま
す
。
成
人
を
期
に
社
会

人
と
し
て
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
人

間
に
な
り
ま
す
。

小こ

林
ば
や
し 

楓か
え
でさ

ん（
落
合
町
阿
部
）

京
都
府
で
美
容
師
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
し
て
い
ま
す
。
国
家
試
験
に

合
格
し
て
、
カ
リ
ス
マ
美
容
師
に

な
る
の
が
夢
で
す
。

宮み
や

本も
と 

幸さ
ち

枝え

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

看
護
師
に
な
る
た
め
に
、
岡
山
市

の
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
の
支
え
に
な
れ
る

看
護
師
を
目
指
し
ま
す
。

丹た
ん

下げ 

晴は
る

香か

さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

岡
山
市
の
看
護
専
門
学
校
に
通
っ

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
家
族
、

医
師
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
看
護

師
に
な
り
た
い
で
す
。
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　Information - 行政情報

人口減少を抑制し持続発展を！
高梁市まち・ひと・しごと総合戦略の概要

問 秘書政策課企画係 ☎ 21- ０２０８

　平成 27年度から平成 31年度までの５年間を計画期間とした「高梁市まち・ひと・しごと総合戦略」
を策定しました。５項目の基本目標を定め、この目標に向けた取り組みを進めます。

市内で働き続けることのできる雇用環境を創出する
　高梁市の地理的条件を最大限に活かしつつ、各種産業での新たな雇用の創出を図ります。

市内へ移住する人の流れを拡大する
　「住みよさ」を実感できるまちづくりを進めるとともに、恵まれた地域資源があることの強みを生かし、国内
外から新たな人を呼び込み、「まち」の賑わいを創出します。

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　未婚化、晩婚化の解消を図り、結婚から出産・子育てまで切れ目のない支援で若い世代の希望を実現します。

安心な暮らしを守り、地域と地域を連携する
　時代に合った魅力的な都市をつくり、住む人が安心して住み続けたいと思えるまちを創造します。

心豊かな人材を育成する
　生涯学習の推進による「学びの循環」により、相互に支え合う地域社会を確立し、未来を拓

ひら
く人材を育成します。

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
従業者数（経済センサス活動調査） １万 4874 人（Ｈ 24） １万 5000 人

主な取組　� ▼農・福・商・官連携事業（薬草栽培産地化促進）　　 ▼企業誘致と地場産業の振興 　 　 　 　 　 　 　 　 　

▼生産・販売振興とブランド化　　 ▼新しい産業の創設　　 ▼新規学卒者の市内就職促進 など

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
社会増減（転入－転出） －３５人 ±０人

主な取組　� ▼備中高梁ジャパン・クオリティ発信事業（インバウンドの推進）　　 ▼シティプロモーションの推進　

▼官民協働による移住受入体制の充実　　 ▼観光アクションプランの推進と観光資源の有効活用 など

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
合計特殊出生率 １．３１ １．４７

主な取組　� ▼地域医療対策（地域医療構想への取り組み）　　 ▼未婚者の出会い・交流の場の創出 

▼結婚から子育てまで切れ目のない支援体制の構築　　 ▼子育て家庭の経済的負担の軽減支援 など

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
施策の満足度評価の向上 １６／２８施策 ２２／２８施策

主な取組　� ▼「生涯活躍のまち ( 高梁版 CCRC）」基本計画の策定　 ▼備中高梁駅を拠点とした中心市街地の機能充実 

▼利用しやすい効率的な公共交通機関の推進　 ▼協働のまちづくりを担う団体の支援、地域リーダーの育成 など

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
「高梁市の学習環境が充実し『学びのまち』
となっている」と回答した市民の割合 － ８０％以上

主な取組　� ▼「園、小、中、高、大」一貫教育の取り組み　　 ▼学力向上対策　　 ▼「山田方谷」の顕彰・啓発 

▼就学前教育の推進　　 ▼道徳教育の充実 など

基本目標①

　地方創生に取り組むための最重要課題は「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循
環を確立し、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻すことが重要であり、その原点となるのが「ひと」です。
　本市の総合戦略は「人づくり」の視点を通し、独自の基本目標となる「人材の育成」を掲げ、これからの社
会を担う人材の育成と生涯学習に取り組んでいきます。この地方創生の「ひと」を大切にし、世代を超えて「住
んでよかった住み続けたいまち」を目指し、本市の地方創生を進めていきます。市民全員が当事者意識を共有
し、未来ある高梁づくりを進めるために行動していきましょう。

基本目標②

基本目標③

基本目標④

基本目標⑤
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新
し
い
備
中
高
梁
駅
は
、
４
月
11
日

で
橋
上
駅
舎
の
供
用
開
始
か
ら
１
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
に
駅
東
側
ロ
ー

タ
リ
ー
が
整
備
さ
れ
、
４
月
に
は
駅
西

側
ロ
ー
タ
リ
ー
の
供
用
も
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
よ
り
い
っ
そ

う
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
備
中
高
梁
駅
の
出
入
口

（
東
口
・
西
口
）の
愛
称
を
募
集
し
ま

す
。

◆
応
募
期
間
…
３
月
14
日

（月）
ま
で

◆
賞
品
…
愛
称
の
採
用
者（
東
口
・
西

口
各
１
人
）に
図
書
カ
ー
ド
５
千
円
分

を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法
…
愛
称（
ふ
り
が
な
）、
愛

称
の
説
明
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は

問
い
ま
せ
ん（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

応
募
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募

備
中
高
梁
駅
出
入
口（
東
口
・
西
口
）

愛
称
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
き
ま
す
。

◆
応
募
先
…
〶
７
１
６
‐
８
５
０
１

［
住
所
不
要
］
高
梁
市
役
所
ま
ち
づ
く

り
課
都
市
計
画
係

◆
そ
の
他

①
個
人
情
報
は
、
目
的
以
外
に
は
一
切

使
用
し
ま
せ
ん
。
受
賞
者
に
つ
い
て

は
、
受
賞
作
品
と
住
所（
市
町
村
名
ま

で
）、
氏
名
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
。

②
愛
称
の
考
案
や
愛
称
の
応
募
に
必
要

な
通
信
費
な
ど
、
応
募
に
要
す
る
費
用

は
、
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
課
都
市
計
画
係

☎
21-

０
２
３
８

◎
工
事
期
間
中
の
お
願
い

　
現
在
、
駅
西
側
ロ
ー
タ
リ
ー
や
複
合

施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
送
迎

に
は
駅
東
側
ロ
ー
タ
リ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

備中高梁駅西口
（完成イメージ）

備中高梁駅東口

　Information - 行政情報

　
本
市
名
誉
市
民
・
清
水
比
庵
に
ち
な

ん
だ
、
清
水
比
庵
大
賞
・
短
歌
の
部
の

入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
海
外
を
含
む
全
国
か
ら
７
７
６
首

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
※
年
齢
は
応
募
時

清
水
比
庵
大
賞

政ま
さ
井い 

繁し
げ
之ゆ
き

さ
ん（
80
歳
・
岐
阜
県
各
務
原
市
）

ふ
た
り
逝
き
ひ
と
り
生
れ
た
る
過
疎
の

村
に
季
節
は
ず
れ
の
鯉
の
ぼ
り
立
つ

特
選
・
高
梁
市
長
賞

山や
ま
崎さ
き 

美み

智ち

子こ

さ
ん（
75
歳
・
大
分
県
大
分
市
）

肩
ひ
も
の
下
が
り
て
く
る
を
直
し
つ
つ

サ
リ
ド
マ
イ
ド
児
は
卓
を
拭
き
終
ゆ

特
選
・
高
梁
比
庵
会
長
賞

齊さ
い
藤と
う 

守ま
も
るさ

ん（
79
歳
・
青
森
県
青
森
市
）

価
値
観
の
違
ふ
息
子
と
か
み
合
は
ぬ
箸

に
か
か
ら
ぬ
豆
腐
を
す
く
ふ

奨
励
賞

佐さ

藤と
う 

ア
ヤ
子こ

さ
ん（
65
歳
・
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）

大お
お
野の 

一い
ち
子こ

さ
ん（
65
歳
・
埼
玉
県
比
企
郡
）

田た

村む
ら 

ト
モ
さ
ん（
72
歳
・
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

問 

高
梁
比
庵
会
事
務
局 

☎
21-

０
１
８
０

入
賞
作
品
が
決
定

清
水
比
庵
大
賞（
短
歌
の
部
）

文
化
交
流
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　Information - 行政情報

４
月
１
日
か
ら

軽
自
動
車
税
が
変
更
に
な
り
ま
す

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
・
27
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車

税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。
車
両
の
種
類
や
新
規
登
録
の
年
月
に
よ
っ

て
、
適
用
さ
れ
る
税
率
が
異
な
り
ま
す
。

◆原動機付自転車、２輪車および小型特殊自動車
　平成 28年４月１日からの税率は次のとおりです。

種別 年税額
変更前 変更後

原動機付自転車

50cc 以下 １０００円 ２０００円
50cc 超 90cc 以下 １２００円 ２０００円

90cc 超 １６００円 ２４００円
ミニカー ２５００円 ３７００円

軽二輪 125cc 超 250cc 以下 ２４００円 ３６００円
二輪小型自動車 250cc 超 ４０００円 ６０００円

小型特殊自動車 農耕作業用のもの １６００円 ２４００円
その他のもの（フォークリフトなど） ４７００円 ５９００円

◆４輪以上および３輪の軽自動車
　平成 27年３月 31日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた
車両）の税率は変わりません（下表の①）。平成 27年４月１日以降に新規登録した
車両から税率が上がります（下表の②）。
　ただし、新規登録から 13年を経過した環境負荷の大きい車両については、新
税率をさらに１．２倍した税率となります（下表の③）。平成 28 年度は、平成 14
年 12月 31日以前に最初の新規検査をした車両が対象です。

種別

年税額
① 平成 27 年３
月 31 日までに新
規登録した車両

② 平成 27 年４
月１日以降に新
規登録する車両

③ 新規登録から
13 年を経過した
車両

３輪のもので、総排気量
660cc 以下のもの ３１００円 ３９００円 ４６００円

４輪以上のも
ので、総排気
量 660cc 以下
のもの

乗用
営業用 ５５００円 ６９００円 ８２００円
自家用 ７２００円 １万８００円 １万２９００円

貨物用
営業用 ３０００円 ３８００円 ４５００円
自家用 ４０００円 ５０００円 ６０００円

※ 新規登録の年月は、各自動車検査証の「初度検査年月」欄で確認できます。

※平成 27年４月１日から平成 28年３月 31日までに新規登録された減税対象車（排出ガス性能お
よび燃料性能の優れた環境負荷の小さいもの）は、平成 28年度分の税額にグリーン化特例（軽課）が
適用される予定でしたが、平成 28年度税制改正により平成 29年度からの適用となります。

▶   軽自動車税の賦課期日は4月 1日です。４月１日以降に廃車しても１年分の税額がかかり
ます。 廃車する場合は、早め（３月中）に手続きをしてください。
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転
入
や
転
居
し
た
後
に
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
す
る
場
合
は
、

市
民
課
、
各
地
域
局
で
交
付
す
る
申
請

用
紙
を
使
用
し
て
、
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
婚
姻
等
に
よ
り
氏
名
が

変
わ
っ
た
場
合
も
同
様
で
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
時
は
、
速

や
か
に
警
察
に
届
け
出
を
行
い
、
紛
失

届
を
市
民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

再
交
付
に
は
、
手
数
料
５
０
０
円
が
必

要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し
て
、
国

や
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
、
電

話
や
訪
問
で
個
人
情
報
に
つ
い
て
質
問

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詐
欺
被
害

に
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
、
個
人
情
報

は
、
絶
対
に
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課
戸
籍
係
☎
21-

０
１
２
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
時
の
注
意

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

通
知
カ
ー
ド
の
紛
失
に
ご
注
意

３
月
１
日
（火）
～
７
日
（月）

春
の
火
災
予
防
運
動

　
「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ

ん
ぼ
」
を
統
一
防
火
標
語
に
掲
げ
、
全

国
一
斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
は
、
市
内
で
14
件
の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
前
年
と
比
較
す
る
と
７

件
減
少
し
、
火
災
に
よ
る
死
者
・
負
傷

者
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
火
災
種
別

で
は
、
建
物
火
災
が
５
件
と
最
も
多

く
、
出
火
原
因
に
つ
い
て
は
、
た
き
火

な
ど
に
よ
る
も
の
、
電
気
の
関
係
に
よ

る
も
の
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

草
焼
き
等
を
す
る
際
は
、
風
の
強
い

日
を
避
け
て
行
い
、
枯
れ
た
落
ち
葉

な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
は

絶
対
に
行
わ
な
い
。

② 

ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
し
、
寝

る
時
や
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず

火
を
消
す
。

③ 

た
ば
こ
は
水
を
入
れ
た
灰
皿
で
消

し
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

④ 

老
朽
化
し
た
電
気
機
器
や
電
気
配
線

は
新
し
い
も
の
に
交
換
し
、
電
気
機

器
や
電
気
配
線
の
修
理
等
は
専
門
業

者
へ
依
頼
す
る
。

平成 27年の火災発生状況
火災総件数 出火原因別件数

１４件 たき火など ４件
火災種別件数 電気機器 ３件
建物火災 ５件 電気配線 ３件
林野火災 ４件 ストーブ １件
車両火災 １件 不明 １件
その他 ４件 その他 ２件

問 

警
防
課
予
防
係 

☎
21
‐
０
１
２
４

　
突
然
、
家
庭
や
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ
中

に
け
が
人
や
急
病
人
が
発
生
し
た
と

き
、
あ
な
た
は
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
に
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？

　
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き

の
対
応
の
た
め
に
上
級
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
講
習
内
容
は
、
呼
吸
や
脈
が
止
ま
っ

た
と
き
の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
取
り
扱
い
ま

で
救
命
処
置
全
般
に
つ
い
て
の
学
習
を

は
じ
め
、
擦
り
傷
や
切
り
傷
な
ど
の
け

が
に
対
す
る
止
血
、捻
挫
や
骨
折
の
固
定

方
法
、熱
中
症
な
ど
体
温
管
理
方
法
等
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
の
応
急
処
置
全

般
に
つ
い
て
幅
広
く
学
習
し
ま
す
。

◆
日
時
…
３
月
13
日

（日）　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分

◆
会
場
…
高
梁
市
消
防
本
部

◆
定
員
…
20
人
程
度（
先
着
順
）

問 

警
防
課
消
防
係
☎
21-

０
１
２
４

／
消
防
署
☎
21-

０
１
２
５

も
し
も
！
の
と
き
の
た
め
に

上
級
救
命
講
習
会

警
防
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　Information - 行政情報

不
審
電
話
に
注
意
！
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
、

４
月
１
日
付
け
で
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
農
業
委
員
の
選
出
は
、
公

職
選
挙
法
に
準
じ
て
選
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
市
町
村
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
、
任
命
す
る
こ
と
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
高
梁
市
の
農
業
委
員
の
任
期
は
、
平

成
29
年
７
月
19
日
ま
で
で
、
次
の
改
選

時
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
の
提
出
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

問 

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
21
‐
０
２
２
６

農
業
委
員
会
法
が
改
正

委
員
の
選
出
方
法
変
更

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
農
地
転
用
と
は
、
田
や
畑
を
住
宅
用

地
、
駐
車
場
に
す
る
な
ど
、
農
地
を
耕

作
目
的
以
外
の
用
途
に
変
更
す
る
こ
と

で
す
。

　

農
地
は
農
地
法
で
守
ら
れ
て
お
り
、

農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
許
可

を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
す
る
こ
と
は

農
地
法
違
反
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や

原
状
回
復
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
農
地
で
も
、
転
用
す
る
場
合

は
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
他
人
名
義
の
農
地
を
買

う
、
あ
る
い
は
借
り
る
な
ど
し
て
転
用

す
る
場
合
も
、
同
じ
く
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

転
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
農
地
が
、

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
転
用
許
可
申

請
を
行
う
前
に
、
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

農
地
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
農
地
転
用
許
可
申
請
の
締
切
日
…
毎

月
20
日（
閉
庁
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）

問 

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
21
‐
０
２
２
６
／
各
地
域
局

問 

健
康
づ
く
り
課
母
子
保
健
係

☎
21
‐
０
２
２
８

大
切
な
人
の
悩
み
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す

　
日
本
は
先
進
国
の
中
で
最
も
自
殺
率

が
高
い
国
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現

代
、
う
つ
病
等
の
心
の
病
気
は
誰
で
も

か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
う
つ
病
等
に

よ
る
自
殺
は
他
人
事
で
は
な
い
と
認
識

し
、
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
自
殺

を
防
ぐ
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　
周
り
の
人
の
様
子
が
「
い
つ
も
と
違

う
」と
気
づ
い
た
ら「
ど
う
し
た
の
？
」

「
眠
れ
て
る
？
」
と
声
を
掛
け
、
話
を

聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
声
で

救
わ
れ
る
人
が
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
し
、
あ
な
た
自
身
が
悩

ん
で
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
無
料
）

☎
０
１
２
０
‐
２つ

７な

９ぐ

‐
３さ

３さ

８え
る

岡
山
い
の
ち
の
電
話

☎
０
８
６
‐
２
４
５
‐
４
３
４
３

（
い
ず
れ
も
24
時
間
受
け
付
け
）

健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「こころの体温計」でメンタルチェック！
今の心身の状態を気軽にチェック。自分や家族の健康状態、アル
コール依存なども簡単に確認できます。

パソコンからは

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
は

検索

高梁市　こころの体温計
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農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
大
切
な
農
作
物
を
野
猪
や
野
猿
の
有

害
獣
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
有
害
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
事
業（
野
猪
等
防
護
柵

設
置
補
助
金
）を
実
施
し
、
防
護
柵
設
置

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

野
猪
等
防
護
柵
の
設
置

区分 設置延長 対象者 補助率

野猪等
防護柵

100㍍
以上

個人 新規購入資材
費の３分の１

共同

新規購入資材
費の２分の１

200㍍
以上 個人

野猿侵入
防護柵

30㍍
以上

個人
共同

※共同の場合は、２戸以上。
※�申請書は農林課、各地域局、各地域市民
センターに備えています。

　
４
月
以
降
に
設
置
を
計
画
し
て
い
る

場
合
は
、
地
域
で
話
し
合
い
、
集
落
で

共
同
設
置
を
行
う
等
、
効
率
的
な
設
置

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問 

農
林
課
農
業
振
興
係 

☎
21
‐
０
２
２
３

魅力ある高梁市を一緒につくりましょう
平成28年度採用市職員募集［５月１日採用予定分］
平成 28 年度採用の市職員を募集します。意欲と情熱のある人の応募をお待ちしています。

問 総務課職員係 ☎ 21- ０２０５

募集職種 受　験　資　格 採用予定
人員

事務職 司書有資格者 昭和 63年 4月 2日以降に生まれた人で、図書館法に基づく司書資格を有
する人、または平成 28年 4月 30日までに取得見込みの人 １人程度

保健師 昭和 55年 4月 2日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人、または
平成 28年 4月 30日までに取得見込みの人 ２人程度

◆１次試験…３月 13日（日）
◆１次試験会場…高梁市文化交流館［原田北町 1203-1］☎21-０１８０
◆受付期間…３月２日（水）までの午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日、祝日の閉庁日は除く）
◆受付場所…総務課職員係［〒 716-8501��高梁市松原通 2043番地］
◆申込用紙の配布場所…総務課、各地域局、各地域市民センター
　　　　　　　　　　　※市ホームページからもダウンロードできます。
◆郵送による申し込み
　２月 29日（月）の消印まで有効とします。受験票送付のため、宛名を明記し 82円切手を貼った返
信用封筒を同封してください。

非常勤嘱託職員の募集
問 保険課介護保険係 ☎ 21- ０２９９

募集職種 受　験　資　格 採用予定
人員 面接日・面接会場

介護認定調査員

民間の事業所等に勤務していない人で、介護支援専
門員、保健師、看護師、社会福祉士、介護福祉士、
訪問介護員のいずれかの資格を有している人、また
は高齢者福祉施設での実務・保健福祉に関する相談
援助業務に１年以上従事した経験を有する人

４人程度
◆面接日…３月 22日（火）
◆面接会場
　市役所４階会議室１

◆受付期間…３月15日（火）までの午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日、祝日の閉庁日は除く）
◆受付場所…保険課介護保険係［〒 716-8501��高梁市松原通 2043番地］
◆申込用紙の配布場所…保険課、各地域局、各地域市民センター
　　　　　　　　　　　※市ホームページからもダウンロードできます。
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消
防
功
労
者
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

石い
し

井い

雅ま
さ

之ゆ
き

、
鈴す

ず
木き

貴た
か

雄お（
団
本
部
）、
西に

し
平ひ

ら

勝か
つ

年と
し（

成
羽
）、
信の

ぶ
木き

義よ
し

治は
る（

高
山
）、
西に

し
裕ひ

ろ
之ゆ

き（
消

防
本
部
）

優
良
消
防
団
員
章

稲い
な

村む
ら

實み
の
る（

高
梁
）、
住す

み
田だ

光み
つ

生お（
落
合
）、
清せ

い

迫ざ
こ

浩ひ
ろ

亨ゆ
き（
成
羽
）、
川か

わ

上か
み

穣み
の
る（
中
）、
三み

村む
ら

義よ
し

博ひ
ろ

（
手
荘
）、
瀧た

き

川が
わ

達た
つ

也や（
大
賀
）、
内う

ち

田だ

正ま
さ

利と
し

（
湯
野
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

森も
り

宗そ
う

正ま
さ

雄お（
玉
川
）、
三み

村む
ら

浩こ
う
二じ（
高
倉
）、
髙こ

う

下げ

幸ゆ
き

彦ひ
こ（
中
）、
谷た

に

口ぐ
ち

弘ひ
ろ

志し（
手
荘
）、
山や

ま

本も
と

明あ
き
ら（

大
賀
）、
鈴す

ず
木き

初は
つ

治じ

郎ろ
う（

消
防
本
部
）

表
彰
章

仲な
か

田だ

義よ
し

昭あ
き（
中
井
）、
清き

よ

原は
ら

伸の
ぶ

之ゆ
き
、
上う

え

田だ

雅ま
さ

嗣つ
ぐ
、
湯ゆ

井い

力つ
と
む（
有
漢
）、
松ま

つ
尾お

志し

郎ろ
う（
成
羽
自
）、

西に
し

井い

孝た
か

行ゆ
き（

成
羽
）、
大だ

い

福ふ
く

範の
り

義よ
し（

中
）、
武た

け
田だ

達た
つ

也や

、
宮み

や

本も
と

英ひ
で

樹き

、
細ほ

そ

川か
わ

幸こ
う

嗣じ（
川
上
自
）、

石い
し

川か
わ

員か
ず

啓ひ
ろ
、
西に

し

井い

辰た
つ

夫お（
手
荘
）、
三み

宅や
け

信の
ぶ

弘ひ
ろ（

大
賀
）、
赤あ

か

木ぎ

公こ
う

平へ
い

、
三み

宅や
け

穣じ
ょ
う

次じ（
富

家
）、
清し

水み
ず

操み
さ
お（

湯
野
）、
川か

わ

上か
み

光み
つ

行ゆ
き（

消
防
本

部
）

青
年
章

三み

村む
ら

洋よ
う

平へ
い（
宇
治
）、
土つ

ち

谷や

洋よ
う

介す
け（
中
）、
武た

け
田だ

伸し
ん

二じ（
大
賀
）

精
勤
章

笹さ
さ

田だ

典み
ち

則の
り

、
月つ

き

本も
と

晴せ
い

造ぞ
う

、
小こ

見み

山や
ま

弘ひ
ろ

行ゆ
き

、

横よ
こ

山や
ま

大ふ
と
し、
三み

上か
み

雅ま
さ

博ひ
ろ
、
内な

い

藤と
う

忠た
だ

史し（
高
梁
）、

乘の
り

越ご
え

秀ひ
で

昭あ
き

、
森も

り

上か
み

幸ゆ
き

夫お（
津
川
）、
逸へ

ん

見み

一ひ
と

志し（
川
面
）、
藤ふ

じ

森も
り

祥し
ょ
う

司じ（
巨
瀬
）、
大お

お

林
ば
や
し

稔み
の
る（

宇
治
）、
西に

し

川か
わ

昌ま
さ

宏ひ
ろ

、
平ひ

ら

田た

文ふ
み

明あ
き（

落

合
）、
西に
し

本も
と

泰や
す

之ゆ
き
、
小こ

室む
ろ

司つ
か
さ、
藤ふ

じ

森も
り

浩こ
う

二じ

、

子こ

原は
ら

将ま
さ

人と

、
湯ゆ

井い

和か
ず

之ゆ
き（

有
漢
）、
秋あ

き

岡お
か

修
し
ゅ
う

司じ

、
貝か

い

原は
ら

史ふ
み

人と

、
柳や

な

井い

宗そ
う

一い
ち

郎ろ
う（
成
羽
自
）、

小こ

坂さ
か

文あ
や

人と

、
貝か

い

原は
ら

沢た
く

治じ

、
西に

し

井い

強つ
と
む、
清し

水み
ず

淳じ
ゅ
ん、
松ま

つ

本も
と

昌ま
さ

晃あ
き
、
黒く

ろ

川か
わ

昌ま
さ

光み
つ
、
杉す

ぎ

本も
と

進
す
す
む

（
成
羽
）、
渡わ

た

辺な
べ

仁ひ
と

史し（
中
）、
川か

わ

上か
み

敏と
し

治は
る

、
三み

村む
ら

浩こ
う

治じ（
手
荘
）、
折お

り

口ぐ
ち

良り
ょ
う

治じ

、
徳と

く

田だ

仁ひ
と

志し

、
妹せ

の
尾お

英ひ
で
利と

し（
大
賀
）、
渡わ

た
辺な

べ
誠ま

こ
と、
元も

と
石い

し

敏と
し

宗ひ
ろ（

高
山
）、
鈴す

ず

村む
ら

宏ひ
ろ

司し

、
山や

ま

下し
た

勝か
つ

由ゆ

紀き（
富

家
）、
堀ほ
り

井い

龍り
ゅ
う、

高た
か

橋は
し

浩こ
う

司じ（
平
川
）、
中な

か

曽そ

知と
も

成な
り
、
長は

谷せ

川が
わ

宏ひ
ろ

幸ゆ
き（
湯
野
）、
坂さ

か

本も
と

正ま
さ

直な
お

（
消
防
本
部
）

　

１
月
17
日
に
総
合
文
化
会
館
で
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員
な
ど
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
所
属
）。

問 

消
防
総
務
課
消
防
団
係　
☎
21
‐
０
１
２
２

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力
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あなたにもできること、きっとあるはずです

高
梁
市
長
表
彰

功
労
章

井い
の

口く
ち

始も
と

宣の
ぶ
、
新に

い

山や
ま

寛ひ
ろ
し（
高
梁
）、
栁や

な

井い

康や
す

延の
ぶ

（
津
川
）、
逸へ

ん

見み

一ひ
と

志し（
川
面
）、
藤ふ

じ

森も
り

祥し
ょ
う

司じ

（
巨
瀬
）、
太お

お
田た

井い

和か
ず

広ひ
ろ

、
吉よ

し
田だ

英え
い

司じ（
中
井
）、

丸ま
る

橋は
し

利と
し

晴は
る（

玉
川
）、
三み

村む
ら

洋よ
う

平へ
い（

宇
治
）、
宮み

や

田た

公き
み
人ひ

と（
松
原
）、
下し

も

村む
ら

充み
ち

彦ひ
こ（
高
倉
）、
平ひ

ら
田た

文ふ
み

明あ
き（

落
合
）、
土ど

手て

誠ま
こ
と、

吉よ
し

岡お
か

昌ま
さ

則の
り

、
内う

ち

田だ

秀ひ
で

樹き

、
島し

ま

田だ

晃あ
き
ら（

有
漢
）、
池い

け

田だ

幸ゆ
き

則の
り（

川

上
自
）、
大お
お

塚つ
か

清き
よ

志し（
手
荘
）、
黒く

ろ

川か
わ

秀ひ
で

典の
り

（
大
賀
）、
三み

村む
ら

雄ゆ
う
一い

ち（
高
山
）、
藤ふ

じ

原わ
ら

完か
ん

治じ（
富

家
）、
江え

草ぐ
さ

正ま
さ

登と（
平
川
）

備
中
地
区
消
防
連
絡

協
議
会
長
表
彰

表
彰
状

小こ

林ば
や
し

培ま
す

夫お（
川
面
）、
安や

す

田だ

博ひ
ろ
し（
中
井
）、
中な

か

島し
ま

好よ
し
正ま

さ（
落
合
）、
髙こ

う
下げ

幸ゆ
き
彦ひ

こ（
中
）、
武た

け
田だ

達た
つ

也や（
川
上
自
）、
山や

ま

本も
と

明あ
き
ら（
大
賀
）、
赤あ

か
木ぎ

公こ
う

平へ
い

（
富
家
）、
清し

水み
ず

操み
さ
お（

湯
野
）、
川か

わ

上か
み

光み
つ

行ゆ
き（

消

防
本
部
）

特
別
表
彰

（
第
62
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
入
賞
）

有
漢
分
団

高
梁
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章

三み

村む
ら

繁し
げ

美み（
団
本
部
）、
笠か

さ

原は
ら

伸の
ぶ

彦ひ
こ

、
石い

し

原は
ら

拓た
く

洋ひ
ろ（
高
梁
）、
安や

す

田だ

雄ゆ
う
一い

ち、
田た

村む
ら

昌し
ょ
う

三ぞ
う（
津

川
）、
大お
お

月つ
き

章し
ょ
う

司じ（
川
面
）、
木き

村む
ら

洋よ
う

介す
け（
巨

瀬
）、
吉よ
し
田だ

啓け
い

亮す
け
、
藤ふ

じ
野の

欣よ
し

宏ひ
ろ
、
宮み

や

本も
と

達た
つ

也や

（
中
井
）、
森も

り

川か
わ

辰た
つ

也や

、
牧ま

き

野の

直な
お

人と（
宇
治
）、

向む
こ

山や
ま

直な
お

希き

、
小こ

西に
し

雅ま
さ

明あ
き（

落
合
）、
宮み

や

井い

健け
ん

一い
ち（

有
漢
）、
中な

か

山や
ま

法の
り

之ゆ
き

、
森も

り

元も
と

政ま
さ

勝か
つ（

成
羽
）、

植う
え

垣が
き

賢け
ん

治じ（
川
上
自
）、
平ひ

ら

松ま
つ

忠た
だ

洋ひ
ろ
、
金か

ね

子こ

英ひ
で

敏と
し

、
大お

お
月つ

き
克か

つ
浩ひ

ろ
、
三み

村む
ら

幸ゆ
き

弘ひ
ろ（

手
荘
）、
高た

か

橋は
し

重し
げ

行ゆ
き

、
大お

お

谷た
に

充み
つ

良よ
し

、
高た

か

木ぎ

俊と
し

幸ゆ
き

、
杉す

ぎ

本も
と

典の
り

之ゆ
き（

大
賀
）、
川か

わ

上か
み

崇た
か

文ふ
み（

高
山
）、
川か

わ

上か
み

学ま
な
ぶ、
川か

わ

上か
み
大だ

い
輔す

け（
富
家
）、
上う

え
田だ

安や
す
二じ（
湯
野
）

５
年
間
無
火
災
表
彰

高
山
分
団

表
彰
状

（
第
62
回
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場
団
員
）

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

松ま
つ

添ぞ
え

光み
つ

宏ひ
ろ
、
平ひ

ら

岡お
か

卓す
ぐ
る、
大お

お

月つ
き

利と
し

治は
る
、
大お

お

月つ
き

新し
ん
吾ご

、
宮み

や
井い

健け
ん一い
ち、
菱ひ

し
川か

わ
拓た

く
也や（
有
漢
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

長な
が

櫓ろ

雅ま
さ

章あ
き

、
笠か

さ

原は
ら

伸の
ぶ

彦ひ
こ

、
井い

の

口く
ち

始も
と

宣の
ぶ

、
山や

ま

本も
と
開か

い
大た

、
稲い

な
岡お

か
実み

の
る（
高
梁
）

永
年
勤
続
消
防
団
員
の
配
偶
者

ま
た
は
家
族
表
彰

森も
り

本も
と

千ち

代よ

子こ（
巨
瀬
町
）、
岡お

か
田だ

広ひ
ろ

子こ（
有
漢

町
上
有
漢
）、
西に
し

江え

良よ
し

江え（
成
羽
町
成
羽
）、

竹た
け

平ひ
ら

珠じ
ゅ

里り（
成
羽
町
小
泉
）、
山や

ま

本も
と

好よ
し

美み（
成

羽
町
小
泉
）、
内う
ち

田だ

玉た
ま

樹き（
成
羽
町
中
野
）、

瀧た
き

川が
わ

和か
ず

恵え（
川
上
町
下
大
竹
）、
井い

の

上う
え

義よ
し

雄お

（
備
中
町
西
油
野
）

男性・女性消防団員を募集
○消防団の活動内容
　・住民への防火指導、巡回広報等の火災予防広報活動
　・�消火活動のほか、地震や風水害等の災害時の救助救出活動、避難誘導、

捜索活動等
　・各種警備活動
○入団資格
　次の条件をいずれも満たしている人
　①市内に居住するか勤務している人
　②満 18歳以上 50歳未満の人
　③地域防災への熱意があり健康な人
○主な処遇等
　・条例に基づく報酬、報償費を支給
　・���公務災害補償、退職報償金、被服の貸与、表彰制度など

問�消防総務課消防団係�☎�21-０１２２
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岡
山
県
高
梁
日
新
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

■
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
（
１
月
３
日
～
10
日
・
兵
庫
県
）

山や
ま
川か
わ 

莉り

り々

加か

さ
ん（
監
督
）石い
し
田だ 
明あ

日す

香か

さ
ん（
３
年
）田た

辺な
べ 

絢あ
や
加か

さ
ん（
２
年
）

菅す
が

原わ
ら 

未み

紗さ

さ
ん（
コ
ー
チ
）
松ま
つ

永な
が 

美み

空く

さ
ん（
３
年
）
岡お
か

本も
と 

留る

奈な

さ
ん（
３
年
）

門も
ん
田で
ん 

伽か

菜な

さ
ん（
３
年
）
楢な
ら
村む
ら 

か
な
子こ

さ
ん（
３
年
）門か
ど
脇わ
き 

凪な
ぎ
沙さ

さ
ん（
２
年
）

網あ
み

谷た
に 

咲さ

耶や

香か

さ
ん（
３
年
）宮み
や

本も
と 

果か

栄え

さ
ん（
２
年
）
松ま
つ

葉ば 

愛あ
い

子こ

さ
ん（
１
年
）

坂さ
か
田た 

風ふ
う
子こ

さ
ん（
３
年
）
塩し
お
田た 

満ま

彩あ
や

さ
ん（
２
年
）
田た

中な
か 
遥は
る
奈な

さ
ん（
１
年
）

影か
げ

山や
ま 

純じ
ゅ
ん

花か

さ
ん（
２
年
）
中な
か

其そ
の 

優ゆ

衣い

さ
ん（
１
年
）
藤ふ
じ

木き 
亜あ

美み

さ
ん（
１
年
）

三み

宅や
け 

結ゆ
い
子こ

さ
ん（
３
年
）
中な
か
田た 

弥み

玖く

さ
ん（
２
年
）
村む
ら
岡お
か 

風ふ
う
香か

さ
ん（
１
年
）

森も
り
分わ
け 

沙さ

耶や

さ
ん（
３
年
）
中な
か
野の 

紫し

音お
ん

さ
ん（
１
年
）
石い
し
野の 

み
さ
き
さ
ん（
１
年
）

「２回目の全国大会出場で、昨年の悔しい結果を塗り替えようと１回戦
突破を目標に戦いました。結果は福井工大福井高校に１－３で負けて
しまい、自分たちが立てた目標を達成することができませんでしたが、
たくさんの応援で、最後まで高梁日新高校らしくプレーでき、試合終
了間際に１点取り返すことができました。今回の全国の経験を活かし
後輩たちには次につなげてもらいたいです。これからも高梁日新高校
女子サッカー部をよろしくお願いします。応援してくださった皆さん、
本当にありがとうございました」とキャプテンの門田さん。

栄光をたたえます

功績をたたえて
高
齢
者
叙
勲

〈
旭
日
単
光
章
〉

元
川
上
町
議
会
議
員

山や
ま

本も
と 

清き
よ

明あ
き

さ
ん 

（88）

（
川
上
町
七
地
）

　
「
こ
の
よ
う
な
栄
に
浴
し
、
大

変
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
ほ
場
整
備

や
県
道
の
拡
張
な
ど
、
生
活
基
盤

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
総

合
学
習
セ
ン
タ
ー
や
幼
稚
園
の
建

設
で
は
、
先
進
地
を
視
察
し
、
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
め

ま
し
た
」
と
在
職
時
を
振
り
返
り

ま
す
。

　
昭
和
57
年
、
地
域
住
民
に
推
さ

れ
て
川
上
町
議
会
議
員
に
当
選
。

３
期
12
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

確
立
と
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
、
町
議
会
に
お
い
て
、
議
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。

■
全
日
本
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
男
子
選
手
権
大
会

（
11
月
20
日
～
22
日
・
大
阪
府
）

渡わ
た
邉な

べ 

貴た
か
洋ひ

ろ
さ
ん （
落
合
町
阿
部
） 　
お
か
や
ま
所
属

「
二
回
戦
敗
退
と
い
う
結
果
に
な
り
、

や
は
り
実
業
団
と
の
差
は
か
な
り
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
差
が
少
し
で
も
縮

ま
る
よ
う
に
今
年
も
頑
張
り
ま
す
の

で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

■
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭（
11
月
28
日
・
北
海
道
）

高
梁
北
中
学
校 

「
２
、３
年
の
有
志
で
参
加
し
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
、
出
品
し

た
２
作
が
大
賞
と
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
国
際
大
会
に
出
場
で
き

ま
し
た
。
国
際
大
会
で
は
、
上
位
入
賞
は
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
各
国
の
作
品
を
見
て
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
全
員
が

初
め
て
の
活
動
で
、
演
技
や
撮
影
の
仕
方
が
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
演
技
や
ア
ン
グ
ル
な
ど
を
工
夫

し
、
考
え
て
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
高
梁
北

中
学
校
の
新
た
な
伝
統
と
し
て
後
輩
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」
と
代
表
の
横
見
君
と
技
術
担
当
の
津
嶋
君
。

横よ
こ
見み 

智と
も
紀の
り

君（
３
年
）

山や
ま
下し
た 

涉し
ょ
う

君（
３
年
）

笹さ
さ
田だ 

千ち

聖さ
と

君（
３
年
）

宮み
や
田た 

清せ
い
真ま

君（
３
年
）

津つ

嶋し
ま 

奎け
い
多た

君（
３
年
）

伊だ

達て 

恋れ
ん
楓か

さ
ん（
２
年
）

久ひ
さ
﨑ざ
き 

和か
ず
菜な

さ
ん（
２
年
）

山や
ま
口ぐ
ち 

沙さ

也や

加か

さ
ん（
２
年
）

内な
い
藤と
う 

葉は

月づ
き

さ
ん（
２
年
）

塩し
お

田た 

な
つ
き
さ
ん（
２
年
）

松ま
つ
平ひ
ら 

優ゆ
う

さ
ん（
２
年
）
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在宅医療連携拠点事業推進協議会 
３年間の取り組み ②

問 保険課連携推進係 ☎21-０３０４

　今回は、仲田永造会長に、在宅医療を支える仕組みづくりについて、お聞きしました。
現在、高梁市では、医療・介護関係者間でＩＴによる患者情報の共有ツール「晴れやかネット拡張機能」の運用
を開始しています。
　今までは、在宅生活に必要な、介護サービスや体調の変化といった
情報は、口頭や電話、あるいは書類でやり取りをしていたため、どう
しても時間がかかっていました。しかし、「晴れやかネット拡張機能」
は、専用の回線で結ばれているため、必要な情報をタイムリーに共有
することができます。また、動画や画像を送ることも可能となりまし
た。
　この「晴れやかネット拡張機能」の運用を、医療・介護関係者で検
討を重ね、患者さんの療養生活に、より有効に活用できるよう取り組
みました。
　また、高梁地域での入退院支援ルールも検討しました。このルール作成の中で、入院時から退院後の在宅生活
を見据えた支援に取り組むことを、多職種で共有できたことも成果の一つであるとのことでした。
　在宅医療を選択した患者さんに対して、今まで以上に迅速な情報共有と、質の高い支援が行われていることを
知ることができました。高梁市で安心して在宅医療を選択できるように、多職種で連携していることを改めて実
感しました。
　次回は、高梁市の在宅医療の展望についてお聞きします。

文責　岡
おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

准教授（吉備国際大学社会福祉学科）

　
高
梁
市
の
充
実
し
た

子
育
て
・
定
住
支
援
制

度
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
、
市
制
作
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
さ
く
ら

と
あ
ゆ 

～
高こ

梁こ

で
生

ま
れ
た
私
の
物
語
～
」
が
放
送

準
備
中
で
す
。

　
実
は
こ
の
ド
ラ
マ
、
僕
も
制

作
委
員
会
の
一
員
と
し
て
関

わ
っ
て
い
て
、
話
の
大
筋
と
い

う
か
、
シ
ナ
リ
オ
案
を
考
え
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
各
話
の
脚
本
も
書
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
僕
の

手
を
離
れ
た
後
、
ド
ラ
マ
制
作
委
員
会

に
よ
る
修
正
が
入
り
、
さ
ら
に
撮
影
現

場
で
も
い
ろ
い
ろ
演
出
に
手
が
加
え
ら

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
脚
本
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

残
念
な
気
持
ち
？

そ
ん
な
の
あ
り
ま

せ
ん
よ
。
脚
本
を
書
い
て
渡
す
ま
で
が

僕
の
仕
事
で
す
か
ら
、
そ
の
後
の
こ
と

は
知
り
ま
せ
ん
。
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
良
く
な
っ
た
ん
だ
し
。
知
り
ま

せ
ん
よ
。
知
ら
な
い
っ
て
。

　

つ
ま
り
何
が
言
い
た
い
か
と
い
う

と
、
僕
は
ド
ラ
マ
が
ど
ん

な
映
像
に
仕
上
が
っ
て
い

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
結

末
を
迎
え
る
の
か
知
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
と
て
も
面

白
い
こ
と
で
、
自
分
の
考

え
た
話
が
、
多
く
の
方
の
手
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
な
進
化
を
果
た
し
て
い
る
の

か
、
期
待
と
好
奇
心
の
混
じ
っ
た
よ
う

な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
１
話
30
分
、
全
５
話
の
う
ち
、
最
初

の
方
だ
け
少
し
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
作
品
に
仕
上

が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ド
ラ
マ

は
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
２
月
17
日

（水）
か
ら
放
送
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　
僕
も
一
応
「
原
作
者
」
と
し
て
ク
レ

⑪

ジ
ッ
ト
に
載
り
ま

す
が
、
一
視
聴
者

の
立
場
で
、
放
送

を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
す
。（
あ

と
、
こ
っ
そ
り
脇

役
で
出
演
も
し
て

い
ま
す
）

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
マ
「
さ
く
ら
と
あ

ゆ
」
か
ら
、
長
谷
川
隊

員
の
出
演
シ
ー
ン

長
谷
川
竜
人
隊
員

（
宇
治
地
域
）

在宅医療連携拠点事業通信 第 22回
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　Information - 子育て支援情報　

　幼児２人同乗用自転車の普及啓発、子育て支援と自転
車の安全運転の意識向上を推進することを目的に、子育
て中の家庭に対し、幼児２人同乗用電動アシスト付自転
車の貸し出し事業を実施しています。平成 28年度分の
貸し出しについて、次のとおり募集します。
◆�貸出対象…１歳以上満６歳未満の幼児を２人以上養育
している市民で、自転車の適正な保管場所を確保でき
る人。（申請は同一世帯につき１人に限ります）
　また、高梁市が行う「講習会」に参加できる人。
◆�貸出台数…�10台（応募多数の場合は、これまで利用し
たことがない人への貸し出しを優先し抽選とします。）
◆�貸出期間…４月の「講習会」終了後～平成 29年３月
31日（金）
※�貸出期間中に貸出対象の要件を
外れた場合は、返却となりま
す。
◆貸出料金…無料
※�対人賠償保険加入費用（1000 円程度）、半年経過後と
返却時の点検整備費（各 1000円程度）、貸し出し中の
メンテナンス費用などは利用者の負担となります。
◆募集期間…２月 15日（月）～３月 15日（火）
◆�応募方法…所定の申請書に必要事項を記入の上、こど
も未来課、各地域局、各地域市民センターに提出して
ください。
※�申請書は、こども未来課、各地域局、各地域市民セン
ターに備えています。市ホームページからダウンロー
ドすることもできます。

問�こども未来課支援係�☎21-０２８８

幼児２人同乗用自転車の
　　　貸し出しについて

　４月から子育て支援パスポート事業の全国共通展開に参
加する41道府県（予定）で、「おかやま子育て家庭応援カー
ド（ももっこカード）」が利用できるようになります。
　県内の協賛店舗では、現在のももっこカー
ドを４月以降も利用できますが、他道府県の
全国共通展開協賛店で利用する場合は、全国
共通ロゴマーク（右）が入った新カードを提示
する必要があります。

ももっこカード
県外でも利用できます

　新カードへの交換を希望する人は、対象世帯であること
を確認できる証明書（健康保険証等）を持参し、こども未来
課、または各地域局で申請手続きを行ってください。
　なお、自治体ごとに利用できる対象世帯が異なり、ま
た、全ての協賛店舗が全国共通展開に参加しているとは
限らず、ももっこカードを利用できない店舗もあります
のでご注意ください。
　全国共通展開に参加する各道府県の対象世帯と協賛店
舗等については、内閣府か各道府県のホームページでご
確認ください。
◆全国共通展開参加道府県（予定）
北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福
島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、新潟
県、富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、静岡
県、愛知県、三重県、滋賀県、京都府、兵庫県、奈良
県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口
県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀
県、長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県

問�こども未来課支援係�☎21-０２８８

わくわく子どもフェスタ２１
　参加団体を募集します
　わくわく子どもフェスタ２１実行委員会は、６月に開催を予定している「わく
わく子どもフェスタ２１」の参加団体を募集します。
　参加資格は、子育てと子どもの健全育成を応援している、市内で活動する団体
です。
　参加を希望する団体は、３月 15日（火）までに事務局へお知らせください。（平
成 27年度に参加している団体は、参加の連絡は不要です）

問�わくわく子どもフェスタ２１実行委員会事務局（こども未来課内）　☎�21-０２８８
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各 種 相 談・教 室（３月）

※会場の「高梁保健センター」は市役所の２階です。
◎乳児健康診査
　平成 27 年６月・11 月生まれ
３月９日（水） 13:00～13:30（受付） 高梁保健センター
内容…��身体計測、内科診察、育児相談、歯科相談、離乳

食相談
◎１．６歳児健康診査
　平成 26 年６月～８月生まれ
３月２日（水） 13:00～13:30（受付） 成羽健康管理センター

　平成 26 年８月～９月生まれ
３月16日（水） 13:00～13:30（受付） 高梁保健センター
内容…��身体計測、内科診察、歯科診察、むし歯の予測テ

スト、育児相談、栄養相談、歯科相談、心理相談
◎２．６歳児健康診査
　平成 25 年８月～９月生まれ
３月４日（金） 13:00 ～ 13:30（受付）高梁保健センター
内容…�身体計測、内科診察、歯科診察、育児相談、栄養

相談、歯科相談、心理相談
◎育児・プレママ相談 （０歳～就学前の幼児、妊婦）
３月３日（木） �９:45～ 10:00（受付）川上児童館
３月８日（火） 10:00～ 11:00（受付）高梁保健センター
３月11日（金） 10:00～ 11:00（受付）有漢保健センター
３月17日（木） 10:00～ 10:30（受付）成羽健康管理センター
内　容…身体計測、保健相談、栄養相談、ミニ講話など
持参品…�母子健康手帳
◎あそびの広場 （おおむね１歳～就学前の幼児）
３月３日（木） 10:00 ～ 12:00 川上児童館

◎親子ふれあい教室 （おおむね１歳～就学前の幼児）
３月11日（金） 10:30 ～ 12:00 有漢保健センター

◎ちびっこ広場 （おおむね１歳～就学前の幼児）
３月17日（木） 10:00 ～ 11:30 成羽健康管理センター
問�健康づくり課母子保健係�☎21-０２２８
◎教育相談
　月～金　��9:00 ～ 17:00　��教育委員会相談室
問�学校教育課（悩み相談電話）�☎22-７８６７

ゆう・ゆうひろば（３月）

◆場所…子育て支援センター（順正高等看護福祉専門学校２号棟）

◎サロン　月～金曜日（祝日を除く）　10:00 ～ 16:00

◎ゆう・ゆうタイム
３月 25日（金）　
「１年間の思い出」�
（要予約）　10:00 ～ 11:30�

◎さてらいとひろば“ゆうゆう”　10:00～11:30
３月17日（木） 川上児童館

◎家庭相談日��３月１日（火）・17日（木）��10:00～16:00
ファミリーサポート事業の申し込み等は午前８時 30分から
午後５時 15分まで受け付けています。

問�子育て支援センター��☎22-２４５０
　�こども未来課支援係��☎21-０２８８

◎赤ちゃんタイム
３月４日（金）
　�18 日（金）
　10:00 ～ 11:30

　Information - 子育て支援情報　

◎吉備プレーパーク （乳幼児～高校生）
◆日時…３月 13日（日）　午前 10時～午後４時
◆場所
　第１子ども広場（短大12号館付近から登り口を上がる）
　第２子ども広場（大学13号館横・奥万田第３駐車場奥）
※来場の際、第２子ども広場の受付にお寄りください。
※申し込み・予約不要。来る時間・帰る時間も自由です。

問��吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科�☎ 22-�
�９４１３／こども未来課支援係�☎ 21-０２８８

◎母子相談・家庭児童相談
　月・火・木・金　��9:00 ～ 16:00　��こども未来課相談室

問�こども未来課支援係��☎21-０２８８
◎思春期（ひきこもり）相談 （要予約）
３月15日（火） 13:30 ～ 15:30（受付） 備北保健所
問�備北保健所備北保健課�☎21-２８３６
◎子どもの心とからだの総合相談 （要予約）
３月10日（木）13:00 ～ 15:00（受付） 備北保健所

◎病態栄養相談 （要予約）
３月10日（木）10:00 ～ 11:00（受付） 備北保健所

問（予約先）�備北保健所備北保健課�☎21-２８３５

国の教育ローン
　日本政策金融公庫の「国の教育ローン」は、高校、短
大、大学、専修学校、各種学校や外国の高校、大学等に
入学・在学する子どもがいる家庭を対象にした公的な融
資制度です。
◆融資額…子ども１人につき 350万円以内
◆金利…年２・05㌫（母子家庭の人等は年１・65㌫）
◆返済期間…15年以内（母子家庭の人等は 18年以内）
◆使いみち…�入学金、授業料、教科書代、アパートの敷

金・家賃等

問��国の教育ローンコールセンター�☎ 0570-008-656／�
�HP�「国の教育ローン」で検索
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　Information - 生活支援情報

税（料）目 納 期 限
（口座振替日）

固定資産税・都市計画税（４期）

２月 29 日（月）
国民健康保険税（８期）
介護保険料（８期）
後期高齢者医療保険料（８期）

（いずれも普通徴収）
【お願い】

・ 市は口座振替を推進しています。登録を希望する人は、
市内の金融機関で手続きをお願いします。

・ ４月納期限の口座振替手続きは、３月22日（火）まで
にお願いします。

・ 口座振替を登録している人は、振替日前に預金残高
の確認をお願いします。

問  税務課収税係 ☎ 21- ０２１５／後期高齢者医療保険料 
 は、保険課健康保険係 ☎ 21- ０２５８

税  金　２月納期限（口座振替）

年 金 
国民年金保険料の納付には、口座振替が利用できます
　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間が省
け、納め忘れもなく便利です。口座振替には、当月分保
険料を当月末に振替納付することにより月 50 円割引さ
れる「早割制度」や、現金納付よりも割引額が多い「６
カ月前納」「１年前納」「２年前納」もあり、大変お得です。
　希望する人は、年金手帳、納付書、預金通帳、届け出
印を持参し、金融機関か高梁年金事務所、市民課戸籍
係、各地域局へお申し込みください。口座振替開始には
申し込み後、約２カ月かかります。
　「１年前納」「２年前納」を希望する場合は、２月末日
までにお申し込みください。

献  血
　次のとおり献血を行います。ご協力をお願いします。

月　日 場　所 受付時間
３月 ２日（水） 川上総合学習センター ９:30 ～ 11:00

３月 ２日（水） 備中地域局 12:30 ～ 14:00

３月 ２日（水） 成羽地域局 15:00 ～ 16:30

３月 16 日（水） 高梁総合福祉センター ９:30 ～ 11:30
12:30 ～ 16:00

問 健康づくり課母子保健係 ☎ 21- ０２２８

問 日本年金機構高梁年金事務所 ☎ 21- ０５７０
　 市民課戸籍係 ☎ 21- ０２５２

「ねんきんネット」で年金の加入記録が確認できます
　日本年金機構は、インターネットで 24 時間いつでも
自分の年金加入記録を確認できる「ねんきんネット」サー
ビスを行っています。
　利用には登録が必要です。詳しくは、日本年金機構の
ホームページをご覧ください。
　市民課戸籍係・各地域局でも年金記録の確認ができま
すので、お問い合わせください。

予 防 接 種 
肺炎球菌予防接種　今年度の助成対象の人へ
　今年度の法定肺炎球菌予防接種を検討している人で、
まだ接種をしていない人は、３月 31 日（木）までに接種
を済ませてください。
◆対象者
① 市内に住所があり、平成 28 年３月 31 日時点の年齢

が、65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・
95 歳・100 歳の人で、これまでに肺炎球菌の予防接
種を受けたことがない人

②  60 ～ 64 歳で心臓・腎臓などの内部疾患で障害等級
１級か同程度と医師の診断書で確認できる人

◆料金…３０００円（自己負担額）※助成は生涯１回のみ
問 健康づくり課母子保健係 ☎ 21‐０２２８

問 ハローワークたかはし ☎ 22-２２９１

求 人 情 報（２月３日現在）

職　種 所在地 賃　金　月　額

土木作業員 有漢町 176,000 円～ 220,000 円

配管工 津川町 150,000 円～ 230,000 円

構内作業員 津川町 日給 8,500 円～ 12,000 円

電気工事士 段町 180,000 円～ 350,000 円

機械・電気設計 落合町 168,000 円～ 300,000 円

鉄骨製作・建築工事 成羽町 180,000 円～ 350,000 円

調理員 川上町 時給 850 円～ 900 円

訪問介護（パート） 本町 時給 1,000 円～ 1,500 円

牛乳や食品の卸売・
販売（パート） 横町 時給 850 円～ 1,000 円

製品の選別・箱詰
め（パート） 成羽町 時給 870 円
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各 種 相 談（３月）

※会場の「高梁保健センター」は市役所の２階です。
◎健康相談

３月17日（木） 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00 高梁保健センター面談室

問 健康づくり課健康増進係 ☎ 21- ０２６７

◎行政相談
３月７日（月） 9:00 ～ 12:00 コミュニティプラザ

３月10日（木） 9:00 ～ 12:00 有漢保健センター

３月18日（金） 10:00 ～ 15:00 中コミュニティセンター

問 市民課市民協働係 ☎ 21- ０２５４／各地域局

◎法律相談（要予約）
３月８日（火） 13:00 ～ 16:00 市役所４階会議室１
◎司法書士相談
３月11日（金） 10:00 ～ 12:00 有漢保健センター

３月11日（金） 10:00 ～ 12:00 川上総合学習センター

３月11日（金） 10:00 ～ 12:00 備中総合センター
◎消費生活相談
３月15日（火） 10:00 ～ 15:00 市役所２階研修室

問 市民課市民協働係 ☎ 21- ０２５４

◎人権擁護委員によるなやみごと相談
３月１日（火） 9:00 ～ 12:00 市役所２階研修室

３月10日（木） 9:00 ～ 12:00 有漢保健センター

３月10日（木） 9:00 ～ 12:00 成羽文化センター

問 岡山地方法務局高梁支局 ☎ 22-２３１８

◎無料調停相談会
◆内容… 土地、建物、交通事故、金銭貸借などの問題に

ついて、裁判所の調停委員が相談を受けます。
３月４日（金） 13:00 ～ 15:00 文化交流館

問 高梁調停協会事務局 ☎ 22-２０５１

◎ふれあい相談
　身体障害者相談
３月３日（木） 10:00 ～ 15:00 高梁総合福祉センター

　福祉総合相談・心配ごと相談・高齢者サービス相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）　高梁総合福祉センター

問（相談・予約）
　高梁市社会福祉協議会地域福祉課　☎ 22-７２４３
　有漢支所 ☎ 57-３２１８　       成羽支所 ☎ 42-２００５
　川上支所 ☎ 48-９７７０　      備中支所 ☎ 45-３１３１

◎備北保健所の定期相談・検査（要予約）
エイズ・性感染症検査 ３月22日（火） 13:00 ～ 14:00

Ｂ型・Ｃ型肝炎検査 ３月22日（火） 13:00 ～ 14:00

骨髄ドナー検査登録 ３月22日（火） 13:00 ～ 14:00
◎精神保健福祉相談（要予約）
３月９日（水） 14:30 ～ 16:30 備北保健所

問 備北保健所備北保健課 ☎ 21-２８３６

月　日 医療機関名（所在地） 電話番号

３月６日（日） 藤本診療所（松原通）
まつうらクリニック（成羽町）

☎ 22-３７６０
☎ 42-２３１５

３月13日（日） 備中整形外科病院（成羽町）
三村医院（巨瀬町）

☎ 42- ４３１１
☎ 25-９０１０

３月20日（日） 仲田医院（落合町）
有漢診療所（有漢町）

☎ 22-０５１１
☎ 57- ３１４１

３月21日（月） 池田医院（中間町）
野村医院（巨瀬町）

☎ 22-２２４４
☎ 25-０００３

３月27日（日） 成羽病院（成羽町） ☎ 42-３１１１

※休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前
に電話でご確認ください。

休 日 当 番 医（３月）

家族介護者交流
リフレッシュしませんか？ 在宅介護をしている家族介
護者を対象にした日帰りの「家族介護者交流事業」です
◆対象… 市内在住で、介護保険の要介護度が要支援１以

上の高齢者を在宅で介護している人
◆会場…高梁国際ホテル
◆内容… エンディングノートについての講演、家族介護

者の交流ほか
◆実施日…３月 15 日（火）　午前 10 時～午後２時
◆負担金…５００円
◆申し込み期限…２月 26 日（金）
◆�申し込み方法…所定の申込用紙で保険課地域包括支援

係、または各地域局に申し込みください。
※ 申込用紙は、保険課、各地域局、各在宅介護支援セン

ター、各地域市民センター、各居宅介護支援事業所に
備えています。

※ 参加当日の被介護者の介護サービスについては、担当
ケアマネジャーにご相談ください。

問 保険課 ☎ 21‐０３００
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受
講
者
募
集

求
職
者
支
援
訓
練

　
求
職
者
支
援
訓
練
は
、
雇
用
保

険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な
ど

を
対
象
に
、
全
国
の
民
間
教
育
訓

練
機
関
が
実
施
す
る
「
就
職
」
を

目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練
で

す
。
今
回
、
３
～
６
月
に
開
講
す

る
コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

◆
募
集
科
…
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践

コ
ー
ス（
介
護
福
祉
、
医
療
事
務
、

事
務
分
野
等
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間（
３
～
６

カ
月
）等
は
各
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
へ

職
業
訓
練
生
募
集

　

県
立
南
部
高
等
技
術
専
門
校

は
、
求
職
中
の
人
を
対
象
に
し

て
、
４
月
に
開
講
す
る
「
介
護
福

祉
士
養
成
科
」
の
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
高
梁
市
内
の
専
門
学
校
で
２
年

間
の
訓
練
を
実
施
し
、
介
護
福
祉

士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
授
業
料
…
無
料（
テ
キ
ス
ト
代

等
の
諸
経
費
は
自
己
負
担
）

◆
申
込
期
限
…
２
月
29
日

（月）

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁 

☎
22
‐

２
２
９
１
／
県
立
南
部
高
等
技
術

専
門
校 

☎
０
８
６
‐
４
２
４
‐

３
３
１
１

緊
急
経
済
対
策
資
金

利
子
補
給
制
度

　
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
、
制
度
融
資
に
対
す
る
利
子

補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
…
①
３
月
31
日
ま
で
に
貸

付
決
定
さ
れ
た
、
高
梁
市
中
小
企

業
振
興
資
金
保
証
融
資
制
度
に
よ

る
運
転
資
金
に
対
す
る
融
資

②
資
本
の
額
、
ま
た
は
出
資
の
総

額
が
３
０
０
０
万
円
以
下
の
法
人

で
、
従
業
員
数
が
２
０
０
人（
商

交
流
と
情
報
交
換
の
た
め
に

市
内
企
業
懇
談
会

　
市
内
の
企
業
間
の
交
流
・
情
報

交
換
を
行
う
た
め
、
企
業
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
一
般
の
参
加
も

可
能
で
す
。

◆
日
時
…
３
月
15
日

（火）　
午
後
４

時
～
午
後
６
時

◆
内
容
…
講
演
：「
上
司
が
変
わ

れ
ば
組
織
が
変
わ
る
！
働
き
方
が

変
わ
る
！
」

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ

ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー

／
代
表
理
事
・
安あ
ん

藤ど
う

哲て
つ

也や

さ
ん

◆
会
場
…
市
役
所
３
階
大
会
議
室

◆
申
込
期
限
…
３
月
７
日

（月）

問 

産
業
振
興
課 

☎
21
‐
０
２
２
９

個
人
事
業
主
・
会
社
役
員
向
け

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主（
共
同
経
営
者
含
む
）や

会
社
等
の
役
員
が
事
業
を
や
め
た

り
、
退
職
し
た
場
合
に
備
え
て
、

あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備
し
て
お

く
共
済
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
が

全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
受
け
取

る
共
済
金
は
退
職
所
得
か
公
的
年

はじまるよ！ お奨めイベントスタンプラリー！

市内で開催される年間イベントを巡ってスタンプを集めよう！
抽選で、 豪華？ おもしろ？ 賞品をプレゼント！
お楽しみに！

（詳細は広報たかはし３月号で）
問 高梁市観光戦略アクションプラン
　   推進協議会 ☎ 21- ０４６１

業
、
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
30

人
）以
下
の
法
人
・
個
人

◆
内
容
…
①
利
子
補
給
期
間
は
、

最
初
の
利
子
支
払
月
か
ら
24
カ
月

以
内

②
利
子
補
給
額
は
、
平
成
27
年
度

内
に
支
払
わ
れ
た
利
子
の
２
分
の

１
以
内

◆
申
請
期
限
…
３
月
31
日

（木）

問 
産
業
振
興
課 

☎
21
‐
０
２
２
９

金
の
雑
所
得
に
な
る
た
め
、
節
税

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
（独）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が

運
営
し
、
商
工
会
、
商
工
会
議

所
、
青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の

本
支
店
な
ど
の
窓
口
で
取
り
扱
い

し
て
い
ま
す
。

◆
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

※
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
７
時

土
曜
日
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

HP 

：http
://w

w
w

.sm
rj.

go.jp/skyosai/

問 

産
業
振
興
課 

☎
21
‐
０
２
２
９

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
講
料
…
原
則
無
料（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

◆
そ
の
他
…
所
定
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
職
業
訓
練
期
間
中
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
一
定
の
要
件（
収

入
・
資
産
等
）に
該
当
す
る
人
に
、

職
業
訓
練
受
講
給
付
金（
月
10
万

円
と
通
所
手
当
）が
支
給
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁

☎
22
‐
２
２
９
１

修
理
現
場
を
公
開
し
ま
す

旧
吹
屋
小
学
校
校
舎

　
県
指
定
重
要
文
化
財
の
旧
吹
屋

小
学
校
校
舎
の
保
存
修
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
普
段
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
修
理
現
場
を
特
別
に
公

開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
３
月
５
日

（土）　
午
前
10

時
～
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

※
15
分
ご
と
に
、
１
回
に
つ
き
25

人
程
度
を
案
内
し
ま
す
。

◆
内
容
…
屋
根
瓦
の
撤
去
前
の
状

況
を
見
学
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他
…
当
日
、
整
理
券
を
配

布
し
ま
す
。

問 

社
会
教
育
課 

☎
21
‐
１
５
１
６
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びっちゅう春を呼ぶ集い
　市内や備中地域で活躍する社会教育団体等の芸能発表を
はじめ、生涯学習や地域活動を推進する集いを開催しま
す。来て、見て、楽しめるイベントです。ぜひご来場くだ
さい。
日時…３月 13日（日）午前９時 30分～
会場…備中総合センター大ホール
内容…�文化芸能発表会、お楽しみ

ショー（演歌歌謡ショー、
曲芸）、満腹グルメなど

入場料…無料

問�備中公民館�☎ 45- ４５１５

２０１６キックオフ高梁
日時…３月 20日（日）～ 21日（月）　午前 10時～
会場…神原スポーツ公園多目的広場
対象…��市内の小学生およびサッカーを楽しみたい大人　

（男女問わず／大人のみの参加もＯＫ）
参加費…�小学生以下 100円・大人 200円（保険代／当日支

払い）
申し込み…（一社）高梁市体育協会事務局�まで
　　　　　☎ 21- ０３３７�F 21- ０３３８

問�高梁市サッカー協会�有光さん�☎ 090-1186-9924

第 10 回地域公開講座
　精神科病院って、どんなところで、どんなことをしてい
るのだろう？ 今、精神科病院で行われていることをお伝
えしつつ、デモンストレーションを見て、精神科病院の実
際を肌で感じてください。お気軽にお越しください。
主催…こころの医療たいようの丘ホスピタル
日時…３月 19日（土）　午後１時 30分～午後３時 30分
会場…こころの医療たいようの丘ホスピタル（落合町阿部）
　　　３Ｆリハビリテーション室
内容…�講演「今、精神科病院では、どんな治療が行われて

いるの？」／講師…原田俊樹院長
参加費…無料

問��こころの医療たいようの丘ホスピタル�地域医療連携室
　��☎ 22- ２２１７

高梁歴史いろは塾
　郷土の歴史や伝統、文化を学ぶほか、市内に残る史跡な
どを巡る「高梁歴史いろは塾」。第８回目のテーマは「江戸
時代の交通～備中松山藩を中心にして」です。
日時…３月５日（土）　午前 10時～正午
会場…文化交流館３階講座室
講師…�松前俊洋・市文化財保護審議会委員
参加費…�無料
申し込み…開催日の１週間前までにお申し込みください。

問（申し込み）�産業振興課�☎ 21‐０２５７�F 22‐９４６０

高梁駅ふれあい連絡路 ～作品を展示しています～
展示名…シルバー書道展
期間…３月１日（火）～４月 30日（土）

問�高梁文化協会�☎ 22‐２１２５

市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

▼
方
谷
さ
ん
の
大
河
ド
ラ
マ
化
を
目

指
す
活
動
が
始
ま
っ
て
、
４
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
期
待

を
い
た
だ
き
、
署
名
も
75
万
人
に

届
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
ご
支
援
に
感
謝
し
、
１
０
０
万
人

の
署
名
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
お
力

添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
備
中
松
山
城
が
一
足
先
に
、 

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
に
登
場
し
て
い

ま
す
。
土
塀
や
大
手
門
付
近
な
ど
に

は
Ｃ
Ｇ
処
理
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

天
守
や
本
丸
の
石
垣
は
、
備
中
松
山

城
そ
の
も
の
で
す
。
重
厚
感
あ
ふ
れ

る
映
像
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
次
は
方
谷
さ
ん
の
大
河
ド
ラ

マ
を
見
て
み
た
い
も
の
で
す
。

▼
昨
年
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ

る
高
梁
市
の
人
口
の
速
報
値
が
出
ま

し
た
。
人
口
は
３
万
２
０
９
１
人
で
、

平
成
22
年
の
調
査
と
比
べ
２
８
７
２

人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
あ
る
程

度
の
人
口
減
少
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
減
少
す
る
と
い
う
結

果
は
残
念
で
す
。
こ
の
５
年
間
の
減

少
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
転
入
・

転
出
に
よ
る
減
少
数（
社
会
的
要
因
）

は
、
１
年
当
た
り
約
50
人
で
、
前
回

の
調
査
よ
り
約
３
０
０
人
減
少
幅
が

少
な
く
な
り
改
善
し
ま
し
た
が
、
出

生
・
死
亡
に
よ
る
減
少
数（
自
然
的

要
因
）は
、
１
年
当
た
り
約
４
５
０

人
で
、
約
１
０
０
人
減
少
幅
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
転
入
・
転
出
の

傾
向
は
、
こ
の
ま
ま
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
り
、
出
生
・
死
亡
に
つ
い
て

は
、
改
善
が
必
要
で
す
。
出
会
い
の

場
を
つ
く
り
、
市
内
で
結
婚
し
て
、

新
し
い
家
族
が
増
え
て
く
る
と
い
う

仕
組
み
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
、
結
婚
し
た
い
人

に
口
出
し
す
る
「
お
せ
っ
か
い
」
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
出
会

い
を
提
供
し
、
先
輩
と
し
て
助
言
を

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
先
日
、
電
車
で
岡
山
に
向
か
っ
て

い
る
と
、
備
中
広
瀬
駅
と
美
袋
駅

の
間
の
高
梁
川
が
よ
く
見
え
る
辺
り

で
、
私
の
後
ろ
座
席
の
女
性
の
方
が

「
ま
あ
、
な
ん
て
き
れ
い
な
川
な
ん
で

し
ょ
う
」
と
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
私
も
見
て
み
る
と
、

川
の
流
れ
と
周
囲
の
景
観
が
太
陽
の

光
と
相
ま
っ
て
、
と
て
も
輝
い
て
い

ま
し
た
。
高
梁
川
の
自
然
を
守
る
こ

と
と
、
周
囲
の
景
観
を
守
る
こ
と
は
、

市
の
範
囲
を
超
え
て
進
め
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
感
じ
、

ま
た
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に
も
な
り

ま
し
た
。
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※行政放送、市ホームページでも紹介します。
※治療食が必要な人は主治医にご相談ください。

＜作り方＞
① �ニンジンは３～４cmのせん切り、シメジは手でほぐしておく。
タマネギ、ニンニク、ショウガはみじん切り、ネギはせん切りに
し水にさらしておく。

② �フライパンにごま油を熱し、ニンニクとショウガを入れ、弱火で
香りが出るまで炒める。豚ひき肉を炒め火が通ったら、ニンジン、
シメジ、タマネギを加えてさらに炒める。

③ �②に中華だしを入れてひと煮立ちさせる。Ⓐの調味料を入れて味
を整え、再度煮えてきたら、水溶き片栗粉でとろみをつける。

④ �ワカサギは水で洗い、酒とショウガおろし汁を振りかけて少し置
く。水気をしっかり拭き取り全体に小麦粉を薄くまぶし、170℃
の揚げ油で３～４分揚げる。

⑤ �皿に④を盛り付け、温めた③のあんをかける。①のネギを上に飾
る。

【1人分の栄養価】　エネルギー 173kcal
たんぱく質12.3g��脂質7.8g��カルシウム286mg��食塩1.4g

わかさぎのマーボーあんかけ

　ワカサギは１月～３月ごろに旬を迎えます。身が締まり脂も適
度にのっており、骨も軟らかく丸ごと食べられるので、カルシウ
ムを多く取ることができます。また、内臓部分にはカルシウムの
吸収をよくするビタミン D も含まれています。今回は、定番の唐
揚げにピリ辛のあんをかけて、中華風に仕上げました。

レシピ提供：高梁市栄養改善協議会連合会成羽支部  

■問い合わせ　　　　　　　　　　　　　
　健康づくり課健康増進係　☎21-０２６７知って 得 する検診情報　Ｖｏｌ． 23

自分に合った減量計画を立てよう

＜材料＞（４人分）
ワカサギ………… 240g
酒……………………少々
ショウガおろし汁…少々
小麦粉………………適量
揚げ油………………適量
豚ひき肉…………… 40g
ニンジン…………… 40g
シメジ……………… 40g
タマネギ…………… 40g
ニンニク…………… 4g

ショウガ……………… 4g
ごま油……………… 8g
中華だし………… 200cc
　しょうゆ……大さじ 2
　砂糖……………小さじ 1
　酒………………大さじ 2
　トウバンジャン…… 小さじ 2
片栗粉……………小さじ 2
ネギ（青い部分）………… 20g

　今年の健康診査の結果はいかがでしたか？1年前や2年前と比べると、次第に基準値の範囲から外れ
ていませんか？ また、適正体重を維持していますか？【適正体重（kg）�＝�身長（ｍ）�×�身長（ｍ）× 22】
　体重１kgの減量は腹囲 1cmの減少に相当し、体重が減ると血圧が下がったり、血液データが改善し
たりする効果も期待できます。下の式や表を参考にして、自分に合った減量計画を立ててみましょう。

ご飯（150g） 1膳

団子 2本

カップアイス 1個弱

あんパン 1個弱

ポテトサラダ 1皿

ポテトチップス 1/2 袋

カップ麺 1/2 個

＜ 1カ月間に体重を１㎏減らすための運動と食事方法＞

《240kcal 分の食べ物》

脂肪１kg＝�エネルギー約 7000kcal に相当
①1カ月に１kg体重を落とすためには、（7000kcal÷30日�＝�約240kcal）で、１日当たり240kcalの消費・削減が必要です。

② 240kcal を運動と食事の組み合わせで落とす�→�身体活動で　　　　　　消費・食事で　　　　　　減らす。

クッキー・せんべい 2枚

チョコレート 3～4粒

マヨネーズ 大さじ１強

スポーツ飲料 500ml

果汁入り野菜ジュース 280ml

みかん 2個

ビール 250ml

身 体 活 動 消費する
エネルギー量

活　動　時　間
体重60㎏ 体重７0㎏ 体重８0㎏

歩行
100kcal 48 分 41分 36分
240kcal 114 分 98分 86分

速歩
100kcal 32 分 27分 24分
240kcal 76 分 65分 57分

軽い
ジョギング

100kcal 19 分 16分 14分
240kcal 46 分 39分 34分

kcal

《100kcal 分の食べ物》《身体活動によるエネルギー消費》

kcal

 
Ⓐ
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比
庵
と
京
都
帝
国
大
学
で
同
窓
の
花は

な
田だ

比ひ

露ろ

思し

は
本
名
を
大
五
郎
と
い
い
、
福

岡
県
出
身
で
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
教
育
者
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
時
代
か
ら
正ま

さ
岡お

か

子し

規き

に
傾
倒
し
、
歌
人
と
し
て
短
歌
雑
誌

『
あ
け
び
』
を
主
宰
し
ま
し
た
。

　
比
庵
は
花
田
か
ら
子
規
の
歌
論
を
間
接

的
に
学
び
、
後
の
写
生
的
な
歌
風
の
形
成

に
影
響
を
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

明
治
41
年（
１
９
０
７
）、
大
学
卒
業

後
、
比
庵
は
司
法
官
と
な
り
ま
す
。
同

年
、
岡
山
県
上
房
郡
有
漢
村（
現
有
漢
町
）

出
身
の
笹さ
さ
田だ

鶴つ
る
代よ

と
結
婚
し
、
神
戸
市
に

住
み
、
翌
年
長
女
、
明は
る

子こ

が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　
明
治
43
年
、
判
事
に
任
官
す
る
も
、
退

官
し
、
安
田
銀
行
に
入
行
し
ま
し
た
。
住

所
も
東
京
に
移
り
、
自
分
の
家
族
だ
け
で

な
く
、
母
や
兄
弟
の
生
計
の
た
め
に
も
実

業
界
に
入
り
、
夜
間
学
校
の
教
師
な
ど
も

勤
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
比
庵
は
安や
す

田だ

善ぜ
ん

三さ
ぶ

郎ろ
う（

安
田
財
閥
の
当
主
）に
書
を
激
賞
さ

歌
書
画
三
芸  

清し

水み

ず

比ひ

庵あ

ん

文　

 

加 

古 

一 

朗

れ
、
よ
う
や
く
書
に
自
信
を
も
っ
た
と
し

て
い
ま
す
。

　
大
正
２
年（
１
９
１
３
）、
次
女
、
閒し
ず

子こ

が
生
ま
れ
ま
す
が
、
生
後
十
一
ヶ
月
で
亡

く
な
り
、
比
庵
は
深
い
悲
し
み
に
く
れ
ま

し
た
。

　

翌
年
３
月
、
安
田
銀
行
横
手
支
店（
秋

田
県
）の
支
店
長
、
翌
年
に
は
青
森
支
店

長
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に

も
作
歌
は
続
け
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
、

銀
行
の
後
輩
で
あ
っ
た
辻つ
じ

茂
吉
と
の
間
に

絵
葉
書
の
交
換
が
頻
繁
に
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
短
歌
や
短
い
文
章
に
絵
が

添
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も
実
際
の
絵
葉

書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
５
年
、
安
田
銀
行
本
店
に
勤
務

し
、
東
京
に
戻
り
ま
す
が
、
翌
年
、
古
河

第
２
回

銀
行
に
移
り
、
更
に
翌
年
、
古
河
銀
行
大

阪
船
場
支
店
に
勤
務
、
神
戸
市
灘
区
魚
崎

に
住
み
ま
し
た
。

　

魚
崎
の
地
名
は
、
晩
年
の
自
選
歌
集

『
比
庵
晴
れ
』（
昭
和
48
年
刊
）の
見
出
し
に

も
用
い
ら
れ
、
17
首
を
収
録
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
30
歳
代
半
ば
に
作
っ
た
短
歌
に

も
後
年
意
に
か
な
う
歌
が
で
き
始
め
て
い

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
岡
山
県
出
身
の
洋
画

家
、
松ま
つ

原ば
ら

三さ
ん

五ご

郎ろ
う

が
大
阪
で
開
い
て
い
た

天
彩
画
塾
で
人
体
デ
ッ
サ
ン
を
学
び
、
同

塾
に
残
さ
れ
て
い
た
洋
画
家
、
小こ

出い
で

楢な
ら

重し
げ

の
デ
ッ
サ
ン
に
感
銘
を
受
け
、
実
際
に
一

度
直
接
指
導
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
比
庵
が
画
を
学
ん
だ
の
は
こ

れ
が
唯
一
と
い
っ
て
よ
く
、
歌
、
書
に
つ

歴
史
美
術
館
主
任
学
芸
員

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

い
て
も
ほ
ぼ
独
学
で
制
作
を
続
け
て
い
き

ま
し
た
。

　
大
正
12
年
、
東
京
へ
転
勤
の
予
定
で
し

た
が
、
関
東
大
震
災
が
お
こ
り
、
一
時
、

妹
、
章ゆ
き
子こ

の
い
る
笠
岡
へ
身
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　
震
災
が
落
ち
着
き
、
東
京
へ
戻
っ
た
比

庵
は
、
横
浜
市
神
奈
川
区
東
軽
井
沢
に
居

を
構
え
、
昭
和
２
年（
１
９
２
６
）、
古
河

電
気
工
業
株
式
会
社
へ
入
り
ま
し
た
。
翌

年
、
栃
木
県
日
光
町（
現
・
日
光
市
）に
あ

る
古
河
電
気
工
業
日
光
精
銅
所
へ
経
理
課

長
と
し
て
単
身
赴
任
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
勤
務
の
事
情
で
日
光
へ
赴
く

こ
と
に
な
っ
た
比
庵
で
し
た
が
、
短
歌
を

通
じ
て
比
庵
が
世
に
出
た
の
は
、
ま
さ
に

こ
の
時
期
か
ら
の
こ
と
で
す
。

　

先
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
二ふ
た

荒ら

短
歌

会
」
を
主
宰
し
た
こ
と
と
、
初
め
て
の
歌

集
『
夕
暮
』
が
清
水
匕ひ

舟し
ゅ
うの
名
で
刊
行
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
比
庵

と
様
々
な
文
学
者
、
芸
術
家
と
の
交
流
を

広
げ
、
比
庵
芸
術
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
を
ぞ
ら
と
空
は
晴
れ
つ
つ
と
こ
夜
な
す 

お
も
ひ
の
国
を
は
つ
日
さ
し
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諒
闇
中
の
新
年
試 
匕
舟 （
昭
和
２
年
）

７
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　　　成羽病院通信　     　　     問 成羽病院 ☎ 42- ３１１１

ノロウイルスの予防対策 成羽病院 栄養室
　冬場にはウイルス性のおう吐・下痢症が流行します。その中のノロウイルスの予防対策を紹介します。
予防のポイント
手洗い… トイレに行った後、調理の前と後、食事をする前に、流水・石けんによる手洗いを

しっかり行う。（指先、指の間、爪の間、親指の周り、手首なども忘れずに）
調 理…加熱する際には、75℃で１分間以上（二枚貝などは85度以上で90秒以上）十分加熱する。
消 毒… 調理器具は、洗剤などで十分に洗浄した後、熱湯（85 度以上）で１分以上加熱する。　

次亜塩素酸ナトリウム消毒液（塩素濃度 200ppm）で消毒する方法も有効。
対策のポイント　二次感染の防止
・  患者のおう吐物などは、使い捨てのマスクや手袋を着用してペーパータオル等で飛び散らないように静かに 

 拭き取り、次亜塩素酸ナトリウム消毒液（塩素濃度 200ppm）で消毒する。その後水拭きする。
・ 拭き取ったおう吐物や手袋などは、ビニール袋の中に次亜塩素酸ナトリウム消毒液（塩素濃度 1000ppm）と 

 一緒に入れ、密閉して廃棄する。

２ℓのペットボトルに水を半分くらい入れ、家庭用の塩素系漂白剤をペット
ボトルのキャップ２杯入れる。さらに水を加え、２ℓにしてからよく混ぜる。
２ℓのペットボトルに水を半分くらい入れ、家庭用の塩素系漂白剤をペット
ボトルのキャップ 9 杯入れる。さらに水を加え、２ℓにしてからよく混ぜる。

※家庭用の塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム濃度約 5 ～ 6％）
※次亜塩素酸ナトリウム、塩素系漂白剤は「使用上の注意」をよく読んでから使用してください。

　吉備国際大学は、地域コミュニティの中核的存在として、大学の機能強化を図る
ことを目的とした、平成 25 年文部科学省地（知）の拠点整備事業に申請し、採択さ
れました。
　吉備国際大学と高梁市、兵庫県南あわじ市の地域住民の皆さんが協力・連携して、
地域課題を解決していく本事業の取り組みを発表し、共有を図る機会として地（知）
の拠点シンポジウムを開催します。
日　時：２月 19 日（金）　午後１時～午後４時 45 分
会　場：吉備国際大学 高梁キャンパス ７号館 711 教室
問 吉備国際大学 地域連携センター　☎ 22-９０５０

第３回 吉備国際大学 地（知）の拠点シンポジウム学園だより

　レストラン「ラ・エスペランサ」は、春のメニュー「ジョルジョのイタリアンコースセット」を始めます。
　イタリア人シェフのアレージ・ジョルジョさんの手による、安心安全な高梁産の野菜や食材にこだわった本場のイ
タリアンランチとデザートをどうぞお楽しみください。数量限定のため、売り切れの場合もあります。
　セットは 800 円で、内容はスープ・サラダ・メイン・プチケーキ・コーヒーです。皆さんのご来店をお待ちしてい
ます。
◆ラ・エスペランサ（順正学園国際交流会館 1 階）　※ 10 台程度の駐車場あり
◆営業時間　午前 11 時 30 分～午後２時　※土・日曜日、祝日は休業、臨時休業あり
イタリアンランチ 600 円　パスタランチ 500 円　コーヒー＆日替わりデザート 300 円
問 株式会社ＪＥＩ　☎ 22-３７２０

レストラン「ラ・エスペランサ」春のメニュー「ジョルジョのイタリアンコースセット」お知らせ

入 場 無 料

塩素濃度 200ppm

次亜塩素酸ナトリウム消毒液の作り方

塩素濃度 1000ppm
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一般書

女性と子どもの貧困
社会から孤立した人たちを追った
樋田 敦子／著　
大和書房
　なぜ普通の主婦がヤミ金にまで手
を出してしまうのか。なぜ普通の学
生が奨学金を返せず借金地獄に陥る
のか。社会から孤立した女性たち、
子どもたちがおかれている貧困の実
情に迫る渾身のルポ。

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から
小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館
８日火 有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00

有漢生涯学習センター前　15:10～15:30

11日金
玉川地域市民センター前　13:00～13:30
落合地域市民センター前　13:50～14:20
中国電力社宅前　　　　　14:50～15:20
松原地域市民センター前　　15:50～16:20

15日火
津川地域市民センター前　13:00～13:30
高倉地域市民センター前　13:50～14:20
川面地域市民センター前　14:30～15:00

18日金
巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　15:45～16:15

24日木
黒鳥ふれあい会館前　　　11:00～11:30
西山コミュニティハウス前　13:00～13:30
川上子ども園館前　　　　14:40～15:20

27日日 川上総合学習センター前　14:00～15:00
備中地域局前　　　　　　　15:30～16:30

児童書

えんぎがいい
雨宮 尚子／著
白泉社
　神社のきつね、飾り棚の招き猫、
お財布のかえる。よいことを呼ぶ
動物たちのこと、知っていますか？
「縁起がいい」動物について紹介
した、切り絵と手彩色のかわいい
コラボ絵本。

児童書

はなちゃん１２歳の台所
安武 はな／著
家の光協会
　「はなちゃんのみそ汁」から７年。
中学生になったはなちゃんが、野
菜たっぷりの肉じゃが、手軽に作
れる洋風重ね煮など得意料理を紹
介。ママが亡くなってからの暮ら
しや、家族への思いを綴ったエッ
セイも収録する。

５日土 かみしばい「天からのおくりもの」

12日土
おりがみあそび「つくし」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

19日土 つくってあそぼう！「ペットボトルけん玉」
26日土 ちびっこシアター「みつばちマーヤの冒険」

今月のおすすめ

今月のおすすめ

７日（月）、10日（木）、14日（月）、
20日（日）、21日（月）、28日（月）

開館時間　9:00～17:00　休館日

開館時間　9:00～17:00　　休館日　毎週月曜日

移動図書館「うぐいす号」

８日火
22日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
中コミュニティーセンター　　 9 :20～ 9 :30
ささゆり苑　　　　　　　 9 :40～ 9 :50
吹屋連絡所　　　　　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
日名神楽公園　　　　　　11:35～11:50

※移動図書館のルートと時間が変更になっています。ご注意ください。

えほんのよみきかせ　10:00から
小学生までが対象で参加無料。

12日土

小型絵本「おおはくちょうのそら」
大型絵本「だじゃれ日本一周」
紙芝居「なぞなぞむこどん」
「おてだまで遊ぼう」も行います
（ボランティアグループ『うぐいす』）

高梁中央図書館
（☎22-２９１２）

成 羽 図 書 館
（☎42-２５８９）

図 書 館 だ よ り
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　２月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を募集しま
す。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、住所、応募者の氏名と続
柄、電話番号、20 字程度のコメントを明記して、「市民のページ」係へご送
付ください。市ホームページからも応募できます。
※ 締め切りは２月２５日（木）です。
※ 吉備ケーブルテレビ【高梁市行政放送】でも紹介します。

内
うちだ

田 さくらちゃん
（下谷町）

平成23年2月1日生まれ
「祝５歳☆さくらの笑顔が

大好きだよ♡」
（応） 父・大成さん 母・奈津子さん

石
い し い

井 理
り こ

子ちゃん
（津川町八川）

平成23年2月28日生まれ
「元気いっぱいの理子は

我が家の太陽だよ」
（応） 父・良昇さん

木
き ぐ ち

口 悠
は る あ

愛ちゃん
（玉川町玉）

平成27年2月1日生まれ
「いつも笑顔のはるちゃん♪

これからもお姉ちゃんと仲良くネ♡」
（応） 父・裕介さん 母・香月さん

溜
たまるや

谷 侑
ゆうり

莉ちゃん
（落合町阿部）

平成27年2月6日生まれ
「１歳おめでとう☆

笑顔の侑莉が大好きだよ☆」
（応） 父・隆成さん 母・美由季さん

青
あ お き

木 康
やすたか

高ちゃん
（備中町東油野）

平成23年2月23日生まれ
「５歳の誕生日おめでとう

いつも元気なやっくんが大好きだよ。」
（応） 母・憲子さん

武
た け だ

田 真
ま い

衣ちゃん
（玉川町玉）

平成26年2月28日生まれ
「笑顔いっぱい、

明るく育ってね☆」
（応） 父・知久さん 母・智美さん

播
は り ま

摩 菜
な ち か

睦ちゃん
（備中町西山）

平成23年2月4日生まれ
「弟思いの優しいお姉ちゃん

５歳おめでとう」
（応） 父・哲也さん 母・真由さん

島
し ま だ

田 紗
さ え

英ちゃん
（有漢町上有漢）

平成23年2月1日生まれ
「祝５歳☆

楽しく明るく元気よく！」
（応） 父・晃さん 母・里香さん

別
べっしょ

所 和
わ か

花ちゃん
（成羽町成羽）

平成27年2月11日生まれ
「そのまんまのあなたが

とっても大好きだよ！」
（応） 母・幸子さん

子育て応援ドラマを放送スタート♪

■問い合わせ　こども未来課　℡２１－０２８８

吉備ケーブルテレビ（121 チャンネル）

▼【第１話】  ２月 17 日 ( 水 )   18:30 ～ 19:00

▼【第２話】  ２月 24 日 ( 水 )   18:30 ～ 19:00

「さくらとあゆ」～高
こ こ
梁で生まれた私の物語～

日　時　３月 20 日 ( 日 )　13:00 開場　13:30 開演
会　場　高梁総合文化会館
入場料　５００円（中学生以下無料）

第 1 部   吹奏楽部   「マードックからの最後の手紙」他
第 2 部   ダンス部   「心の花を咲かせよう」他
第 3 部   コーラス部   「春」「メイプルシロップ」他
第４部   コーラス部   「日曜コーラス劇場～ TV アニメを彩る名曲たち～」
第５部   吹奏楽部     「タイムトラベル ! 音楽にのって時空の旅へ」

■問い合わせ　高梁高等学校　☎ 22- ３０４７

岡山県立高梁高等学校

第17回 スプリングコンサート

17th 
ＳＰＲＩＮＧ

ＣＯＮＣＥＲＴ

平
ひらまつ

松　愛
まなみ

 ちゃん
（落合町阿部）

平成27年2月20日生まれ
「姉妹仲良く助け合って

大きくなってね！」
（応） 父・直樹さん 母・玲香さん

市民の皆さんからいただいた
� お便りなどを紹介します。

５さい １さい ５さい ５さい １さい

２さい５さい１さい１さい
５さい
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▲ �

イラスト・絵手紙などの作品（作品は写真をお送りください）、短歌・俳句・川柳など（自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください）
���※�住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し投稿してください。（ペンネームを希望される場合は、その旨お書きください。）
���※�投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、お便りは表記等を一部編集させていただくこともあります。
���※�締切は、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。原則として原稿や作品は返却できません。
■問い合わせ・送り先
　　〒716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係　　☎21-0210・��Eメール：�hisyo@city.takahashi.lg.jp

「嫁姑 仲の良いとこ 親譲
ゆず

り」

鈴村 繁實さん（川上町地頭）

向
む か い

井 千
ち ず

壽さん

（川上町地頭）

長寿おめでとうございます

　１月に 100 歳（大正５年生まれ）の誕生日を迎えられた皆さんを市長および市職員が訪問し、記念品や花束を
贈って長寿を祝いました。市内で 100歳以上の人は、１月末現在 60人（男性 10人、女性 50人）です。

木
き は ら

原 ヒサコさん

（備中町西山）
山
やまのかわ

ノ川 テルさん

（落合町近似）
横
よ こ み せ

見瀬 正
しょういち

一さん

（成羽町羽根）

▲吉岡麻江さん
　（成羽町下原・鶴寿荘内）
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の 

と
あ
る
１
日

富
とみ

岡
おか

 廉
れん

くん
（宇治高校普通科１年）

AM ８：20　登校

　

は
に
か
み
笑
顔
が
印
象
的
な
富
岡

君
。
高
校
で
の
目
標
は
、「
習
っ
た
こ

と
を
全
て
覚
え
る
」
こ
と
。
そ
の
理

由
は
、「
大
事
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
知

り
た
い
か
ら
」。

　

宇
治
高
校
は
生
徒
数
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
教
員
と
生
徒
一
人
一
人

が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
３・
４
限
目
は
「
キ
ャ
リ

PM ０：25　昼休み

PM １：05　日本史

　　PM ２：00
ソーシャルスキル　

PM ５：30　下校

AM ９：50　体育

問 

宇
治
高
校 

☎
29
‐
２
０
０
４

AM ８：55　国語

ア
ス
キ
ル
」
の
実
習

授
業
。
宇
治
高
校
の

案
内
看
板
を
、
３
人

の
先
生
、
５
人
の
仲

間
と
共
に
製
作
し
ま

し
た
。
看
板
は
完
成
後
、
成
羽
か
ら

宇
治
へ
上
る
県
道
沿
い
に
立
つ
予
定

で
す
。

　
「
ク
ラ
ス
は
み
ん
な
仲
良
し
。
け
ん

か
を
す
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
話
を

す
る
の
が
楽
し
い
で
す
」。

　
さ
て
、
富
岡
君
の
将
来
の
目
標
は
、

父
親
の
跡
を
継
い
で
ブ
ド
ウ
農
家
に

な
る
こ
と
。「
お

父
さ
ん
の
ブ
ド

ウ
、
お
い
し

い
？
」
と
聞
く

と
、「
ウ
マ
イ

で
す
」
と
笑
顔

で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

AM10：45　キャリアスキル

　　PM ３：30
部活動（卓球部）　

①

田邊 明架里さん
たなべ あかり　26 歳　成羽町下原

　明架里さんは成羽町出身。高校を卒業

後、京都造形芸術大学に進学し、大阪の福

祉施設で２年間働いた後に帰郷しました。

　現在は曽祖父の代から続く、陶磁器専門

店「田辺白山荘」で陶芸家として働いてい

ます。福祉施設の利用者が作る、型にはま

らない作品が、明架里さんの創作活動に影

響しているといいます。

　「祖父と母が土台を作ってくれた。自分

は新たなことに挑戦していきたい。陶芸家

としての原点は、子どもの頃から神楽や成

羽美術館などで文化に触れてきたこと」と

話してくれました。　

　趣味は写真とサイクリング。沖縄で「ウ

ミウシ」を撮ってみたいそうです。
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　青少年の健全育成を目的に「第 28回体力づく
りなわとび大会」（高梁ライオンズクラブ主催）が
開かれ、高梁市、新見市、吉備中央町から小学生
約 400人が参加しました。
　学年別に連続前跳びの時間を競う個人戦と、8
人１組で跳んだ回数を競う団体戦が行われ、息を
合わせて跳ぶ姿に、大きな声援が送られていまし
た。団体戦の優勝は巨瀬小「巨瀬ファイターズ」。

1/16
息を合わせてジャンプ！

日頃の練習の成果を発揮する児童

市民体育館

ま ち の 出 来 事

ま ち の 出 来 事カメあら
A la carteCamera まちの

　「高梁地域農業者のつどい」（市、びほく農協、
備北広域農業普及指導センター主催）が行われ、
農業関係者など約 100人が参加しました。
　新規に就農した４人の激励会に続き、備中町の
林輝さんが「イノシシ捕獲対策の検討」と題して
発表を行いました。中山間地域の活性化をテーマ
にした講演会では、集落営農に取り組む事例が紹
介され、参加者は熱心に聞き入っていました。

1/27
農業担い手の活躍に期待

激励を受ける新規就農者の皆さん

文化交流館

　「地頭地区ふれあいレクリエーション」（地頭協議
会主催）が行われ、地域住民ら約 50人が参加しまし
た。　親子らがニュースポーツの“ペタンク”に挑戦。
金属製のボールを投げ、目標球に近づいたり、相手
のボールを弾いたりするたびに歓声が上がっていま
した。甘酒なども振る舞われ、じゃんけん大会や体
を動かすゲームなども楽しみ、3世代が交流する親
睦が深まる１日となりました。

1/24
寒さなんか吹っ飛ばせ

ニュースポーツを楽しむ親子

川上こども園

　郷土の偉人・山田方谷の功績を学ぶとともに、
三島中洲など方谷が影響を与えた人物にも焦点を
当てた「山田方谷の軌跡（～奇跡～）」（同実行委員
会主催）が開催されました。
　約 130 人が受講。三島中洲が創設した二松学
舎大学の教授らが講演し、方谷の魅力を解説しま
した。NHK大河ドラマ放映実現を目指す取り組
みも紹介され、機運を盛り上げていました。

1/23
教育者・方谷の功績を学ぶ

真剣に聴講する参加者

高梁国際ホテル
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▼
先
月
は
寒
波
が
到
来
し
、
た
く
さ
ん

の
雪
が
降
り
ま
し
た
ね
。
取
材
の
た
め

に
吹
屋
周
辺
へ
車
を
進
め
る
と
…
道
路

も
畑
も
田
ん
ぼ
も
山
も
、
一
面
真
っ

白
！

美
し
い
景
色
に
感
動
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
「
寒
い
か
ら
嫌
だ
」

と
か
「
通
勤
が
心
配
」
な
ど
の
マ
イ
ナ

ス
し
か
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し

雪
の
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た
瞬
間
で
し

た
。（
水
道
凍
結
に
ご
用
心
！
）��（
Ｍ
Ｉ
）

▼
吉
備
国
際
大
学
内
の
吉
備
プ
レ
ー
パ

ー
ク
に
娘
を
連
れ
て
遊
び
に
行
く
と
、

優
し
い
学
生
た
ち
が
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
担
当
の
先
生
に
よ
る
と
、
新
し
い

遊
具
を
作
る
日
に
は
、
そ
れ
が
極
寒
の

休
日
で
も
、
大
勢
集
ま
っ
て
く
れ
る
そ

う
で
す
。
前
に
東
京
の
大
学
の
職
員
だ

っ
た
時
も
思
っ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、

「
最
近
の
わ
け
え
も
ん
」
に
見
習
う
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。�

　�（
Ｔ
Ｙ
）

▼
「
広
報
た
か
は
し
に
登
場
し
て
い
ま

し
た
ね
」
と
、
広
報
紙
を
地
域
で
の
話

題
つ
く
り
に
利
用
し
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
き
、
う
れ
し
く
て
日
々
の
苦
労
が

吹
っ
飛
び
ま
し
た
。
高
校
生
の
紹
介
に

引
き
続
き
、
今
月
号
か
ら
市
内
で
活
躍

中
の
若
い
人
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー「
キ

ラ
キ
ラ
き
ら
め
く
」
を
始
め
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
輝
く
姿
が
伝
わ
る
紙

面
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｋ
Ｈ
）

　 
漫
・
賀
・
大
賞

　
　

黒く
ろ
田だ 
富ふ

士じ

雄お

さ
ん （
81
歳
・
静
岡
県
）�

　
明
る
さ
が
と
て
も
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
一
方
で

「
サ
ル
ま
ね
」
と
い
う
ス
パ
イ
ス（
皮
肉
）も
織
り
交
ぜ
て

お
り
、
大
変
面
白
い
作
品
で
す
。（
南
一
平
さ
ん
講
評
）

中な
か
尾お 

恵け
い
子こ

さ
ん （
57
歳
・
新
見
市
）

戸と

田だ 

博ひ
ろ
子こ

さ
ん （
61
歳
・
笠
岡
市
）

島し
ま

田だ 

愛あ
い

子こ

さ
ん （
10
歳
・
岡
山
市
）

木き
の
下し

た 

佳よ
し
威た

け
さ
ん （
46
歳
・
奈
良
県
）

枡ま
す
田だ 

善よ
し
久ひ

さ
さ
ん （
57
歳
・
愛
媛
県
）

中な
か

村む
ら 　

稔み
の
るさ

ん （
74
歳
・
佐
賀
県
）

近こ
ん
藤ど

う 
敏と

し
郎ろ

う
さ
ん （
62
歳
・
大
阪
府
）

秋あ
き
谷や 

正ま
さ
夫お

さ
ん （
63
歳
・
千
葉
県
）

　 

漫
・
賀
・
準
大
賞

　
　

松ま
つ
井い 

夕ゆ

陽い

香か

さ
ん （
14
歳・備
中
町
西
山
）�

　
丁
寧
で
き
っ
ち
り
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
チ

の
部
分
の
見
せ
方
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。（
南
一
平
さ
ん
講
評
）

　　 優秀賞（市内）

川
かわ

上
かみ

 歩
ほ

純
ずみ

くん （６歳・川上町地頭） 安
やす

岡
おか

 亜
あ

里
り

沙
さ

さん （14 歳・成羽町坂本）

漫・賀・年賀状コンテスト 2016
　本年の干支「申（さる）」をテーマに募集した「漫・賀・年賀状コンテスト２０１６」に全国か
ら４８２点の力作が寄せられました。
　漫画家・南一平さんによる審査の結果、12点の作品が入賞に輝きました。全応募作品の展示会を、
３月６日（日）まで、吉備川上ふれあい漫画美術館で開催しています。※年齢は応募時
問�吉備川上ふれあい漫画美術館�☎ 48- ３６６４

　　優秀賞（市外）

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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